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し
か
し
日
本
の
大
衆
文
学
を
、
マ
ス
状
況
の
成
熟
に
つ
れ
て
発
展
し
た
「
商
業
主
義
的
な
目
的

で
大
量
に
生
産
さ
れ
、
消
費
さ
れ
る
文
学
」
だ
と
い
う
ふ
う
に
は
う
ま
く
整
理
で
き
な
い
。
社
会

的
な
諸
条
件
か
ら
見
れ
ば
そ
う
に
ち
が
い
な
い
が
、
思
想
的
に
は
そ
う
い
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は

こ
ま
る
部
分
が
、
い
く
つ
か
残
さ
れ
て
し
ま
う
。
大
衆
文
学
が
「
大
量
消
費
の
文
学
」
と
し
て
基

本
的
に
定
義
さ
れ
る
の
は
正
し
い
。
し
か
し
日
本
の
大
衆
文
学
が
も
つ
特
殊
な
性
格
は
、
ほ
と
ん

ど
そ
う
定
義
し
た
あ
と
に
残
さ
れ
る
問
題
の
な
か
に
生
き
て
い
る
の
だ
。

�

尾
崎
秀
樹
『
大
衆
文
学
』
紀
伊
國
屋
書
店
、
１
９
９
４
年
、
11
頁
よ
り
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世
界
有
数
の
課
金
額
を
誇
る
日
本
の
モ
バ
イ
ル
ゲ
ー
ム
ア
プ
リ
『Fate/Grand O

rder

』（
Ｆ
Ｇ
Ｏ
）
の

シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
で
あ
る
Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ
‐
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
の
奈
須
き
の
こ
の
商
業
出
版
デ
ビ
ュ
ー
作
『
空
の
境

界
』
は
、
ウ
ェ
ブ
小
説
を
原
型
と
し
た
作
品
の
書
籍
化
だ
っ
た
。

　

２
０
２
２
年
１
月
に
直
木
賞
を
受
賞
し
た
米
澤
穂
信
の
商
業
出
版
デ
ビ
ュ
ー
作
『
氷
菓
』
も
、
ウ
ェ
ブ

小
説
を
改
稿
し
て
小
説
新
人
賞
に
投
稿
し
た
作
品
の
書
籍
化
だ
っ
た
。

『
楽
園
の
カ
ン
ヴ
ァ
ス
』
な
ど
美
術
を
テ
ー
マ
に
し
た
小
説
で
知
ら
れ
る
原
田
マ
ハ
は
、
別
名
義
で
フ
ィ

ー
チ
ャ
ー
フ
ォ
ン
（
ガ
ラ
ケ
ー
）
向
け
の
サ
イ
ト
に
連
載
し
て
い
た
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
人
気
を
博
し
て
書

籍
化
さ
れ
、
実
写
映
画
化
も
さ
れ
て
い
た
。

　

紙
の
雑
誌
や
書
籍
で
刊
行
さ
れ
る
オ
フ
ラ
イ
ン
小
説
の
ほ
か
に
、
ウ
ェ
ブ
や
ア
プ
リ
上
で
公
開
さ
れ
る

オ
ン
ラ
イ
ン
小
説
（
ウ
ェ
ブ
小
説
、
ネ
ッ
ト
小
説
、
ケ
ー
タ
イ
小
説
、
ネ
ッ
ト
文
学
）
が
存
在
す
る
。
日
本
の
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文
芸
を
語
る
に
あ
た
っ
て
オ
フ
ラ
イ
ン
小
説
だ
け
を
語
る
こ
と
は
「
半
面
」
し
か
見
て
い
な
い
に
等
し
い
。

本
書
は
オ
ン
ラ
イ
ン
小
説
と
い
う
、
も
う
半
面
の
歴
史
を
扱
う
。

　

た
だ
し
オ
ン
ラ
イ
ン
小
説
の
オ
フ
ラ
イ
ン
化
――
「
ウ
ェ
ブ
小
説
の
書
籍
化
」
と
い
う
形
式
で
展
開
さ

れ
て
き
た
、
ネ
ッ
ト
と
書
籍
の
交
わ
り
を
中
心
に
。

　

出
版
科
学
研
究
所
が
発
行
す
る
「
出
版
月
報
」
２
０
２
１
年
９
月
号
に
よ
れ
ば
、
ウ
ェ
ブ
発
の
ラ
イ
ト

ノ
ベ
ル
書
籍
の
推
定
発
行
金
額
は
２
０
２
０
年
が
約
１
０
２
億
円
で
あ
り
、
文
芸
単
行
本
全
体
に
占
め
る

ラ
ノ
ベ
単
行
本
の
割
合
は
冊
数
ベ
ー
ス
で
43
・
７
％
、
金
額
ベ
ー
ス
で
37
・
２
％
を
占
め
る＊

＊

。

　

ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
ジ
ャ
ン
ル
に
属
さ
な
い
ウ
ェ
ブ
発
作
品
（
ラ
イ
ト
文
芸
、
ホ
ラ
ー
な
ど
）
や
単
行
本
以
外

の
文
庫
、
新
書
で
刊
行
さ
れ
る
も
の
も
含
め
れ
ば
、
お
そ
ら
く
文
芸
書
の
「
半
分
」
程
度
は
ウ
ェ
ブ
小
説

を
書
籍
化
し
た
も
の
だ
ろ
う
。

　

紙
の
小
説
と
ウ
ェ
ブ
小
説
が
日
本
の
文
芸
の
そ
れ
ぞ
れ
半
面
で
あ
る
に
留
ま
ら
ず
、
書
籍
に
な
っ
た
ウ

ェ
ブ
小
説
は
紙
の
小
説
市
場
に
お
い
て
半
分
程
度
を
占
め
て
い
る
。
新
聞
や
小
説
誌
・
文
芸
誌
な
ど
の
書

評
欄
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
ま
れ
だ
が
、
ウ
ェ
ブ
小
説
は
、
い
わ
ゆ
る
「
主
流
文
学
」「
一
般
文
芸
」

＊
＊　
「
出
版
月
報
」
２
０
２
１
年
９
月
号
、
出
版
科
学
研
究
所
、
５
頁
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と
同
等
か
そ
れ
以
上
に
「
主
流
」「
一
般
」
的
（
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
）
な
存
在
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
２
０
１
０
年
代
初
頭
ま
で
、
基
本
的
に
無
料
で
読
め
る
ウ
ェ
ブ
上
に
書
か
れ
た
小
説
を
、
有

料
の
書
籍
と
し
て
販
売
す
る
こ
と
は
不
可
解
な
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
。
今
日
で
は
当
然
視
さ
れ

る
「
ウ
ェ
ブ
で
人
気
に
な
れ
ば
書
籍
化
の
オ
フ
ァ
ー
が
来
る
」
の
は
、
か
つ
て
は
当
た
り
前
で
は
な
か

っ
た
。

　

ま
た
、
ウ
ェ
ブ
小
説
な
ど
「
一
時
の
間
の
こ
と
」「
一
時
の
嵐
」
と
も
思
わ
れ
て
い
た
――
２
０
０
０
年

代
初
頭
か
ら
20
年
以
上
に
わ
た
っ
て
何
度
も
何
度
も
ヒ
ッ
ト
を
産
み
だ
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

の
都
度
「
一
時
の
流
行
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

で
は
ウ
ェ
ブ
小
説
の
書
籍
化
は
ど
う
展
開
し
、
語
ら
れ
て
き
た
の
か
。

　

２
０
２
２
年
現
在
、
世
間
的
に
は
、
ウ
ェ
ブ
小
説
と
い
っ
て
真
っ
先
に
思
い
浮
か
ぶ
も
の
は
「
な
ろ
う

系
」「
異
世
界
転
生
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
だ
ろ
う
。
実
際
に
は
２
０
１
０
年
代
半
ば
す
ぎ
こ
ろ
か
ら
ウ
ェ
ブ

小
説
投
稿
サ
イ
ト
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
は
転
生
・
転
移
以
外
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
や
、
現
代
を
舞
台
に

し
た
ラ
ブ
コ
メ
の
人
気
作
も
多
数
生
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
エ
ブ
リ
ス
タ
や
ア
ル
フ
ァ
ポ
リ
ス
、
カ
ク
ヨ

ム
と
い
っ
た
な
ろ
う
以
外
の
ウ
ェ
ブ
小
説
サ
イ
ト
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
な
ろ
う
と
は
異
な
る
人
気
ジ
ャ
ン
ル

も
あ
る
。
ど
こ
ろ
か
、
２
０
０
０
年
代
に
は
な
ろ
う
に
ケ
ー
タ
イ
小
説
的
な
作
品
も
多
数
投
稿
さ
れ
て
い
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た
時
代
も
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
だ
。

　

多
く
の
人
が
ウ
ェ
ブ
小
説
に
漠
然
と
し
た
印
象
は
持
っ
て
は
い
る
。
だ
が
そ
の
歴
史
を
扱
っ
た
書
物
は

ほ
と
ん
ど
な
い
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
小
説
の
歴
史
は
、
パ
ソ
コ
ン
通
信
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
オ
ン
ラ
イ
ン
通
信
の
歴
史
と

同
じ
く
ら
い
の
長
さ
が
あ
る
。
た
と
え
ば
小
口
覺
『
パ
ソ
コ
ン
通
信
開
拓
者
伝
説
』（
小
学
館
、
１
９
９
８

年
）
に
よ
れ
ば
、
１
９
８
１
年
元
旦
に
発
足
し
た
小
田
原
マ
イ
コ
ン
ク
ラ
ブ
の
Ｂ
Ｂ
Ｓ
（Bulletin Board 

System

の
略
。
電
子
掲
示
板
シ
ス
テ
ム
）「
マ
イ
コ
ン
セ
ン
タ
ー
」
上
に
原
田
え
り
か
に
よ
っ
て
１
９
８
５

年
８
月
頃
か
ら
約
３
年
に
わ
た
っ
て
毎
日
、
全
１
０
３
８
回
書
か
れ
た
Ｓ
Ｆ
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
「
シ
シ
ャ
ノ

ミ
ル
ユ
メ
」
が
お
そ
ら
く
日
本
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
連
載
小
説
だ
ろ
う
と
目
さ
れ
て
い
る
（
未
書
籍
化
）＊

＊

。

　

本
来
な
ら
ば
本
書
も
ス
ト
レ
ー
ト
に
オ
ン
ラ
イ
ン
小
説
、
な
か
で
も
Ｗ
Ｗ
Ｗ
（
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
ウ
ェ
ブ
）

上
に
書
か
れ
た
小
説
の
歴
史
自
体
を
辿
っ
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
サ
イ
ト
や
作
品
は
時
代
と
と
も
に

＊
＊　
小
口
覺
『
パ
ソ
コ
ン
通
信
開
拓
者
伝
説
』
小
学
館
、
１
９
９
８
年
、
48
‐
52
頁
。
ち
な
み
に
「
パ
ソ
コ
ン
通
信
上
に
書
か
れ
た
小
説
」

で
は
な
く
「
パ
ソ
通
を
題
材
に
し
た
小
説
」
と
し
て
は
鳥
井
加
南
子
『
オ
ン
ラ
イ
ン
の
微
笑
』
天
山
ノ
ベ
ル
ス
、
１
９
８
８
年
や
乃
南
ア
サ

『
パ
ソ
コ
ン
通
信
殺
人
事
件
』
講
談
社
ノ
ベ
ル
ス
、
１
９
９
０
年
な
ど
が
あ
る
。
鳥
井
作
品
に
は
作
中
人
物
が
書
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
小
説
が
登

場
す
る

7 はじめに



ウ
ェ
ブ
上
か
ら
消
え
て
い
く
／
消
さ
れ
て
し
ま
う
。
の
ち
の
世
の
人
間
が
整
理
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

だ
か
ら
本
書
で
は
、
巻
末
に
奥
付
が
刻
印
さ
れ
る
「
本
」（
書
籍
）
を
軸
に
、
確
実
に
辿
れ
る
「
ウ
ェ
ブ

小
説
書
籍
化
の
歴
史
」
を
主
に
扱
う
。
ネ
ッ
ト
発
の
小
説
を
ど
の
よ
う
に
出
版
業
界
は
ビ
ジ
ネ
ス
に
し
て

き
た
の
か
と
い
う
切
り
口
か
ら
、
ウ
ェ
ブ
小
説
の
歴
史
を
見
て
い
く
。
小
説
の
中
身
の
話
（
文
学
史
的
な
視

点
）
よ
り
も
、
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
史
、
出
版
産
業
史
的
な
視
点
か
ら
語
っ
て
い
く
。

　

こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し
な
が
ら

•

な
ぜ
ラ
ノ
ベ
や
ケ
ー
タ
イ
小
説
で
は
ウ
ェ
ブ
小
説
か
ら
の
書
籍
化
が
さ
か
ん
で
、
一
般
文
芸
と
呼
ば

れ
る
ジ
ャ
ン
ル
（
ミ
ス
テ
リ
ー
や
純
文
学
な
ど
）
で
は
あ
ま
り
試
み
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
印
象
が
強

い
の
か

•

な
ぜ
日
本
で
は
、
マ
ン
ガ
ビ
ジ
ネ
ス
は
２
０
１
０
年
代
後
半
以
降
に
デ
ジ
タ
ル
と
ラ
イ
ツ
の
売
上
を

拡
大
し
て
２
０
２
０
年
代
に
は
講
談
社
や
集
英
社
な
ど
の
過
去
最
高
益
達
成
に
貢
献
し
た
の
と
対
照

的
に
、
文
芸
市
場
は
２
０
１
０
年
代
初
頭
と
比
べ
て
規
模
が
半
分
以
下
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か＊

＊

＊
＊　
日
販��

営
業
推
進
室　

出
版
流
通
学
院
『
出
版
物
販
売
額
の
実
態
２
０
２
１
』
日
本
出
版
販
売
株
式
会
社
、
２
０
２
１
年
、
15
頁
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•

な
ぜ
日
本
で
は
、
韓
国
や
中
国
の
よ
う
に
ウ
ェ
ブ
小
説
を
ウ
ェ
ブ
や
ア
プ
リ
上
で
有
料
販
売
す
る
モ

デ
ル
で
は
な
く
、「
無
料
で
読
め
る
ウ
ェ
ブ
小
説
を
書
籍
化
（
商
業
出
版
）
し
、
有
料
の
紙
の
小
説

（
と
有
料
の
電
子
書
籍
）
で
販
売
す
る
」
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
２
０
２
０
年
代
に
な
っ
て
も
主

流
な
の
か

　

と
い
う
疑
問
に
つ
い
て
も
本
書
は
答
え
て
い
き
た
い
。

　

ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
普
及
し
、
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
が
ウ
ェ
ブ
上
で
有
料
販
売
で
き
る
状
況
に

な
っ
て
な
お
、
日
本
で
は
ウ
ェ
ブ
に
投
稿
す
る
多
く
の
作
家
が
紙
の
本
を
出
す
こ
と
、「
書
籍
化
」
を
目
標

と
し
て
活
動
し
て
い
る
。「
ウ
ェ
ブ
小
説
書
籍
化
」
と
い
う
奇
妙
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ビ
ジ
ネ
ス
は
い
か
に
日
本

の
文
芸
市
場
に
登
場
し
、
ど
の
よ
う
に
勢
力
を
拡
大
し
て
き
た
の
か
。
そ
し
て
な
ぜ
、
今
日
も
延
命
し
続

け
て
い
る
の
か
。

　

長
い
旅
に
な
る
。

　

興
味
の
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
読
ん
で
も
ら
っ
て
か
ま
わ
な
い
（
前
後
の
時
代
の
連
関
や
差
異
に
つ
い
て
は
そ

の
都
度
文
中
に
記
し
、
ど
の
章
を
参
照
し
て
ほ
し
い
か
書
い
て
い
る
）。
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０
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Ｚ
』　
150

は
て
な
ダ
イ
ア
リ
ー
発
のW

izardry
二
次
創
作
小
説　
『
迷
宮
街
ク
ロ
ニ
ク
ル
』　
155

２
０
０
０
年
代
後
半
の
女
性
向
け
ウ
ェ
ブ
小
説
書
籍
化
を
牽
引
し
た
レ
ガ
ロ
シ
リ
ー
ズ　
158

２
０
０
９
年
に
揃
っ
た
２
０
１
０
年
代
の
鍵　

エ
タ
ニ
テ
ィ
ブ
ッ
ク
ス
、『
王
様
ゲ
ー
ム
』『
Ｓ
Ａ
Ｏ
』　
160



補
　 
章 

2
0
0
0
年
代
ま
で
の
隣
国
の
ウ
ェ
ブ
小
説
動
向　
167

１
９
９
８
年
に
最
初
の
ウ
ェ
ブ
小
説
の
大
ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
た
台
湾　
168

年
長
世
代
が
ハ
マ
る
ウ
ェ
ブ
小
説
を
若
者
が
批
判
し
て
い
た
中
国　
171

日
本
の
ケ
ー
タ
イ
小
説
同
様
の
熱
狂
と
批
判
を
巻
き
起
こ
し
た
韓
国
の
『
猟
奇
的
な
彼
女
』、
ク
ィ
ヨ
ニ　
180

現
代
文
学
作
家
が
書
い
た
ウ
ェ
ブ
小
説
の
無
断
転
載
事
件
が
起
き
た
ロ
シ
ア　
192

第
5
章
　

2
0
1
0
年   

 
 

―
初
の
異
世
界
転
生
書
籍
化
と
「
ウ
ェ
ブ
か
ら
書
籍
へ
」
の
流
行
の
波
及
　
199

エ
ブ
リ
ス
タ
、
な
ろ
う
、
ア
ル
フ
ァ
ポ
リ
ス
が
出
そ
ろ
う　
200

「
ウ
ェ
ブ
か
ら
商
業
へ
」「
商
業
か
ら
ウ
ェ
ブ
へ
」
の
環
流
が
初
め
て
顕
在
化
す
る　
204

ボ
カ
ロ
小
説
とTw

itter

小
説
書
籍
化
の
登
場　
208

出
版
社
発
の
ウ
ェ
ブ
小
説
の
動
き
――
「
Ｗ
ｅ
ｂ
ミ
ス
テ
リ
ー
ズ
！
」「
マ
ト
グ
ロ
ッ
ソ
」　
211



「
ネ
ッ
ト
発
の
小
説
が
売
れ
る
」
よ
う
に
な
っ
た
背
景
と
ウ
ェ
ブ
小
説
書
籍
化
に
対
す
る
思
想
の
違
い　
216

第
6
章
　

2
0
1
1
年 

 
 

―
「
新
人
賞
か
ら
ウ
ェ
ブ
投
稿
へ
」
と
い
う
投
稿
先
変
化
の
萌
芽　
221

ラ
ノ
ベ
の
王
者
・
電
撃
文
庫
を
襲
っ
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ジ
レ
ン
マ 

222 

Arcadia

閉
鎖
騒
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篇
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０
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ェ
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Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
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Ｙ
Ｓ
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催
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ェ
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Ｏ
Ａ
Ｓ
Ｏ
Ｂ
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Ａ
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Ｎ
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Ｍ
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Ｒ
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Ｉ
Ｎ
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Ｌ
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Ｎ
Ｅ
ノ
ベ
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韓
国
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ェ
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翻
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国
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潰
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１
９
８
０
年
代
か
ら
90
年
代
前
半
に
か
け
て
、
文
芸
業
界
で
は
「
ワ
ー
プ
ロ
（
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
。
現

在
で
言
うW

ord

の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
エ
デ
ィ
タ
だ
け
が
搭
載
さ
れ
た
マ
シ
ン
）
は
小
説
を
ダ
メ
に
す
る
」
と

い
う
論
争
が
あ
っ
た
。
１
９
８
４
年
11
月
に
新
潮
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
安
部
公
房
『
方
舟
さ
く
ら
丸
』
が

ワ
ー
プ
ロ
で
書
か
れ
た
最
初
期
の
商
業
小
説
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
安
部
は
ワ
ー
プ
ロ
を
使
っ
た
こ
と

自
体
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
れ
て
い
る＊

＊

。
今
と
な
っ
て
は
手
書
き
の
作
家
の
方
が
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で

あ
り
、
エ
デ
ィ
タ
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
書
い
た
小
説
に
対
し
て
「
格
が
低
い
」「
質
が
悪
い
」「
本
物
の
文
学

で
は
な
い
」
な
ど
と
は
誰
も
思
わ
な
い
が
、
ワ
ー
プ
ロ
登
場
時
に
は
少
な
か
ら
ぬ
プ
ロ
の
作
家
が
そ
う
考

え
て
い
た＊

＊

。

　

だ
か
ら
こ
そ
肯
定
派
で
あ
る
安
部
公
房
の
「「
ワ
ー
プ
ロ
で
打
っ
た
文
章
に
は
魂
が
こ
も
ら
な
い
」
と
い

う
意
見
が
あ
る
っ
て
？　
馬
鹿
な
。
万
年
筆
か
ら
だ
け
出
て
く
る
「
魂
」
な
ん
て
、
ず
い
ぶ
ん
軽
薄
な

＊
＊　
た
と
え
ば
『
安
部
公
房
全
集
28
［
１
９
８
４
・
11
‐
１
９
８
９
・
12
］』
新
潮
社
、
２
０
０
０
年
所
収
の
「
生
き
る
こ
と
と
生
き
延
び

る
こ
と
」「
ワ
ー
プ
ロ
で
書
か
れ
た
七
年
ぶ
り
の
書
下
ろ
し
」

＊
＊　
逆
に
、
ワ
ー
プ
ロ
の
発
達
は
「「
原
稿
用
紙
」
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
て
存
在
し
て
き
た
日
本
の
「
文
学
」
が
、
そ
の
時
点
で
決
定
的
に
終

る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
た
ん
な
る
〝
解
放
〟
で
は
あ
り
え
ず
、
予
想
も
で
き
な
い
変
容
を
も
た
ら
す
だ
ろ
う
」
と
書
い
て
い

た
批
評
家
も
い
た
。
柄
谷
行
人
『
批
評
と
ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ン
』
福
武
書
店
、
１
９
８
５
年
、
２
５
２
頁

22



「
魂
」
も
あ
っ
た
も
ん
だ
よ
」
と
い
う
発
言
が
、
わ
ざ
わ
ざ
談
話
と
し
て
残
っ
て
い
る＊

＊

。

　

ワ
ー
プ
ロ
と
い
う
新
奇
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
対
し
て
既
成
文
壇
が
取
っ
た
態
度
は
こ
う
だ
。
ま
ず
大
半

の
作
家
は
否
定
か
様
子
見
、
一
部
の
好
事
家
や
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
が
採
り
入
れ
、
そ
の
試
み
が
成
功
し
た
こ

と
で
時
間
を
か
け
て
浸
透
し
て
い
き
、
否
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
自
体
が
忘
れ
ら
れ
て
い
っ
た
。

　

そ
し
て
ワ
ー
プ
ロ
論
争
末
期
の
こ
ろ
に
、
パ
ソ
コ
ン
通
信
小
説
が
現
れ
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
小
説
の
場
合

は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
こ
れ
を
本
書
は
記
述
し
て
い
く
。

小
説
ら
し
い
小
説
「
神
様
」
と
ハ
イ
パ
ー
リ
ン
ク
を
活
用
し
た
小
説
『
ペ
プ
シ
マ
ン
』

「
ウ
ェ
ブ
小
説
」
の
定
義
を
「
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
ウ
ェ
ブ
（
Ｗ
Ｗ
Ｗ
）
上
に
書
か
れ
た
小
説
」
と
す
る
と

微
妙
な
ラ
イ
ン
の
小
説
と
出
版
物
と
の
関
係
が
、
１
９
９
０
年
代
に
は
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。

　

こ
の
手
の
話
で
必
ず
挙
が
る
の
は
、
小
説
家
の
筒
井
康
隆
が
「
朝
日
新
聞
」
に
１
９
９
１
年
10
月
か
ら

１
９
９
２
年
３
月
ま
で
連
載
し
た
『
朝
の
ガ
ス
パ
ー
ル
』
で
あ
る
。
同
作
は
筒
井
が
パ
ソ
コ
ン
通
信
で
読

者
と
や
り
と
り
を
併
走
し
な
が
ら
執
筆
し
た
新
聞
小
説
で
あ
り
、
読
者
参
加
型
メ
タ
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
だ

＊
＊　
「
万
年
筆
と
ワ
ー
プ
ロ
は
１
０
０
％
同
じ
だ
よ
」、『
安
部
公
房
全
集
29
［
１
９
９
０
・
１
‐
１
９
９
３
・
１
］』
新
潮
社
、
２
０
０
０

年
、
２
０
７
頁

23 第 1章　　1 9 9 0 年 代 ウ ェ ブ 小 説 の 書 籍 化



っ
た
。

　

た
だ
し
、
パ
ソ
コ
ン
通
信
は
Ｗ
Ｗ
Ｗ
で
は
な
い
（
パ
ソ
コ
ン
通
信
は
一
か
所
の
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
情

報
を
集
中
す
る
し
く
み
だ
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
違
う
）。
ま
た
、
筒
井
自
身
が
パ
ソ
コ
ン
通
信
上
に
小
説

を
書
い
た
わ
け
で
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
の
作
品
は
「
オ
ン
ラ
イ
ン
小
説
」
で
は
な
い
。「
ネ
ッ
ト
文
学

の
嚆
矢
」＊

＊

と
す
る
論
評
は
誤
り
だ
。

　

な
お
、
筒
井
は
差
別
表
現
を
め
ぐ
る
論
争
を
経
て
紙
媒
体
で
は
断
筆
し
て
い
た
１
９
９
３
年
か
ら
１
９

９
６
年
ま
で
の
あ
い
だ
、
出
版
業
界
内
の
表
現
の
自
主
規
制
が
及
ば
な
い
ネ
ッ
ト
上
に
は
「
越
天
楽
」
と

い
っ
た
短
篇
小
説
を
掲
載
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
い
く
つ
か
は
断
筆
解
除
後
に
『
エ
ン
ガ
ッ
ツ
ィ
オ
司
令

塔
』（
文
藝
春
秋
、
２
０
０
０
年
３
月
刊
）
な
ど
の
書
籍
に
収
録
さ
れ
た
が
、「
電
筆
宣
言
」
な
ど
そ
の
後
も

書
籍
化
さ
れ
て
い
な
い
文
章
も
あ
る
。

　

パ
ソ
通
を
使
っ
た
小
説
企
画
と
し
て
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
。

　

ま
ず
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
デ
ー
タ
通
信
」
社
が
１
９
９
２
年
１
月
に
開
局
し
た
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
グ
ル
」

だ
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
ユ
ー
ザ
ー
が
オ
ン
ラ
イ
ン
上
に
連
載
さ
れ
て
い
る
小
説
の
登
場
人
物
に
な
っ

＊
＊　
中
村
正
三
郎
「
ネ
ッ
ト
文
学
の
嚆
矢
「
朝
の
ガ
ス
パ
ー
ル
」」、「
國
文
學　

解
釋
と
鑑
賞
」
２
０
１
１
年
９
月
号
、
ぎ
ょ
う
せ
い
、
79

‐
83
頁
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た
り
、
そ
の
小
説
の
世
界
で
日
常
生
活
を
疑
似
体
験
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

遊
び
方
は
２
種
類
。
ひ
と
つ
は
、
ユ
ー
ザ
ー
の
分
身
で
あ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
意
志
を
物
語
の
進
行
役

で
あ
る
ス
ト
ー
リ
ー
テ
ラ
ー
に
電
子
メ
ー
ル
を
利
用
し
た
シ
ー
ト
で
伝
え
、
物
語
の
展
開
に
関
与
し
て
遊

ぶ
「
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ス
ト
ー
リ
ー
・
プ
レ
ー
」（
い
わ
ゆ
る
「
プ
レ
イ
・
バ
イ
・
メ
ー
ル
」
と
呼
ば
れ
る
、
郵

便
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
通
信
媒
体
を
用
い
て
遠
隔
地
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
同
士
が
遊
ぶ
ゲ
ー
ム
の
パ
ソ
コ
ン
通
信

版
）。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
小
説
の
世
界
の
住
人
に
な
り
き
っ
て
日
常
生
活
を
疑
似
体
験
し
て
遊
ぶ

「
デ
イ
リ
ー
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
レ
ー
」
で
、
こ
ち
ら
は
ほ
か
の
登
場
人
物
と
会
話
を
し
た
り
、
サ

ー
ク
ル
活
動
な
ど
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

　

当
時
の
報
道
に
よ
れ
ば
、
連
載
し
た
小
説
は
伝
奇
推
理
編
、
国
際
謀
略
編
、
人
間
ド
ラ
マ
冒
険
編
の
３

本
が
あ
り
、
２
週
間
に
１
度
の
ペ
ー
ス
で
進
行
し
た
と
い
う
。
料
金
は
通
話
料
金
を
合
わ
せ
て
３
分
30
円

で
、
ダ
イ
ヤ
ル
Ｑ
２
（
電
話
回
線
を
使
っ
た
有
料
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
料
金
を
、
電
話
料
金
と
一
緒
に
徴
収
す
る
Ｎ

Ｔ
Ｔ
の
サ
ー
ビ
ス
）
で
回
収
し
て
い
た
。

　

ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
デ
ー
タ
通
信
は
ラ
ジ
オ
た
ん
ぱ
の
番
組
『
電
脳
俱
楽
部
』
と
連
動
し
た
企
画
番
組

を
放
送
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
小
説
の
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
化
に
取
り
組
み
、
さ
ら
に
は
出
版
や
映
像
化
（
ビ
デ
オ
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化
）
な
ど
が
構
想
さ
れ
て
い
た＊

＊

（
た
だ
し
、
お
そ
ら
く
ラ
ジ
オ
を
除
け
ば
多
メ
デ
ィ
ア
展
開
は
実
現
し
な
か
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
）。

　

こ
れ
は
「
小
説
」
と
い
う
よ
り
テ
キ
ス
ト
を
用
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
だ
っ
た
が
、
も

う
少
し
「
普
通
の
小
説
」
に
近
い
オ
ン
ラ
イ
ン
小
説
サ
ー
ビ
ス
も
も
ち
ろ
ん
あ
っ
た
。

　

当
時
59
万
人
の
加
入
者
を
抱
え
て
い
た
「
Ｐ
Ｃ
‐
Ｖ
Ａ
Ｎ
」
と
、
同
52
万
人
の
「
ニ
フ
テ
ィ
サ
ー
ブ
」

と
い
う
日
本
の
２
大
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
電
子
小
説
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

先
行
し
た
の
は
Ｐ
Ｃ
‐
Ｖ
Ａ
Ｎ
だ
。
１
９
９
２
年
４
月
に
「
オ
ン
ラ
イ
ン
マ
ガ
ジ
ン
」
第
一
号
と
し
て

Ｓ
Ｆ
作
家
・
大
原
ま
り
子
の
「
時
と
空
間
を
超
え
た
恋
人
た
ち
」
を
提
供
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
鎌
田
三

平
『
マ
ン
シ
ョ
ン
狂
奏
曲
・
奇
妙
な
隣
人
達
』
な
ど
数
名
の
作
家
を
起
用
し
、
Ｓ
Ｆ
、
推
理
小
説
、
ゲ
ー

ム
作
家
に
よ
る
Ｒ
Ｐ
Ｇ
（
ロ
ー
ル
・
プ
レ
イ
ン
グ
・
ゲ
ー
ム
）
風
の
作
品
を
提
供
し
た
。

　

と
は
い
え
こ
ち
ら
も
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
グ
ル
」
同
様
に
ユ
ー
ザ
ー
参
加
型
要
素
が
あ
っ
た
。
パ
ソ
コ

ン
通
信
の
特
色
を
生
か
し
「
こ
ん
な
登
場
人
物
を
」
と
い
っ
た
意
見
を
読
者
か
ら
募
集
し
、
作
者
が
そ
れ

を
採
用
し
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
作
っ
て
い
く 〝
双
方
向
小
説
〞
で
あ
る
こ
と
が
謳
わ
れ
た
。『
朝
の
ガ
ス
パ
ー

＊
＊　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
デ
ー
タ
通
信
、
パ
ソ
コ
ン
通
信
で
〝
オ
ン
ラ
イ
ン
小
説
〟。
分
身
を
登
録
し
遊
ぶ
」、「
日
刊
工
業
新
聞
」
１
９
９
２
年
３

月
６
日
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ル
』
に
触
発
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　

連
載
は
毎
日
ス
ト
ー
リ
ー
が
追
加
さ
れ
て
い
く
新
聞
タ
イ
プ
と
、
週
１
度
更
新
の
週
刊
誌
タ
イ
プ
が
あ

り
、
前
者
で
１
回
１
５
０
０
〜
２
０
０
０
字
だ
っ
た
と
い
う
。

　

追
随
し
た
ニ
フ
テ
ィ
サ
ー
ブ
は
、
１
９
９
３
年
３
月
に
「
オ
ン
ラ
イ
ン
小
説
」
３
本
の
同
時
提
供
を
始

め
て
い
る
。
堀
田
あ
け
み
、
梁
石
日
、
水
城
雄
が
20
〜
40
代
の
読
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
青
春
小
説
や

ミ
ス
テ
リ
ー
を
配
信
（
こ
れ
ら
は
の
ち
に
書
籍
化
さ
れ
て
い
る
）。

　

１
９
９
３
年
夏
の
報
道
で
は
「
両
社
と
も
に
ま
だ
採
算
ベ
ー
ス
に
の
っ
て
い
な
い
」
が
、
力
を
注
い
で

い
る
の
は
「
小
説
や
活
字
は
音
楽
と
と
も
に
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
キ
ー
に
な
る
か
ら
」（
Ｐ
Ｃ
‐

Ｖ
Ａ
Ｎ
販
売
推
進
本
部
主
任
・
杉
本
好
司
。
肩
書
き
は
当
時
の
も
の
、
以
下
同
じ
）、「
サ
ー
ビ
ス
の
一
分
野
と

し
て
読
み
物
は
重
要
な
ん
で
す
。
将
来
は
双
方
向
性
を
生
か
し
イ
ベ
ン
ト
や
コ
ン
サ
ー
ト
的
な
、
読
者
参

加
の
小
説
も
考
え
た
い
」（
ニ
フ
テ
ィ
サ
ー
ブ
企
画
部
主
事
補
・
浅
村
司
）
と
語
ら
れ
て
い
る＊

＊

。
つ
ま
り
「
パ

ソ
コ
ン
通
信
と
い
う
新
奇
な
サ
ー
ビ
ス
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
小
説
を
使
う
」
に
留
ま
っ
て
い
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
小
説
自
体
で
採
算
が
取
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
確
立
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
グ
ロ
ー

＊
＊　
「
読
書
も
パ
ソ
コ
ン
時
代　

大
手
ネ
ッ
ト
が
〝
電
子
小
説
〟
提
供　
「
読
者
参
加
型
」
の
内
容
も
」、「
産
経
新
聞
」
１
９
９
３
年
８
月
30

日
朝
刊
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バ
ル
デ
ー
タ
通
信
社
の
試
み
に
続
報
が
な
く
、
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
が
立
ち
上
が
っ
て
い
な
い
こ
と
が
証
左

に
な
る
。
た
だ
、
リ
ク
ー
プ
で
き
る
か
は
と
も
か
く
「
電
子
書
籍
」
の
「
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
」
販
売
自
体
は

こ
の
時
代
に
は
す
で
に
存
在
し
て
い
た
。

　
ニ
フ
テ
ィ
サ
ー
ブ
上
の
電
子
出
版
コ
ー
ナ
ー
「
ピ
ー
ノ
電
子
本
セ
ン
タ
ー
」
で
販
売
さ
れ
た
清
水

義
範
氏
の
新
作
「
笑
説
　
大
名
古
屋
語
辞
典
」
は
、
そ
れ
ま
で
数
十
と
い
っ
た
注
文
が
標
準
だ
っ
た

オ
ン
ラ
イ
ン
出
版
の
中
に
あ
っ
て
、
七
百
以
上
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
数
と
い
う
好
実
績
を
あ
げ
た
。

　
こ
の
作
品
の
特
徴
は
、
最
初
か
ら
パ
ソ
コ
ン
通
信
で
の
発
表
を
想
定
し
て
、
著
者
に
執
筆
を
依
頼

し
た
こ
と
。
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
特
性
を
ふ
ん
だ
ん
に
生
か
し
、
音
声
に
よ
る
「
名
古
屋
語
発
音
講

座
」
を
収
録
し
た
こ
と
も
、
人
気
を
呼
ぶ
要
因
に
な
っ
た
。

　
ア
ス
キ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
昨
年
十
一
月
か
ら
、
パ
ソ
コ
ン
通
信
を
使
っ
た
新
作
小
説
の
刊
行
を
始
め

た
。
十
の
パ
ソ
コ
ン
通
信
ネ
ッ
ト
に
、
単
行
本
で
六
冊
分
に
な
る
小
説
を
順
次
発
表
し
て
い
く
と
い

う
も
の
だ
。
覆
面
作
家
の
名
前
を
当
て
る
と
い
う
趣
向
も
目
新
し
く
、
話
題
を
集
め
て
い
る
。

�

「
グ
ラ
フ
ィ
カ
ル
通
信
へ
急
展
開　

パ
ソ
コ
ン
通
信
サ
ー
ビ
ス
」、「
日
本
工
業
新
聞
」
１
９
９
５
年
１
月
４
日

28



　

こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
清
水
義
範
『
笑
説　

大
名
古
屋
語
辞
典
』
は
学
研
か
ら
１
９
９
４
年
１
月
に

書
籍
化
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
「
パ
ソ
コ
ン
通
信
」
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
か
つ
「
小
説
」
で
は
な
い
の

で
こ
の
作
品
は
「
ウ
ェ
ブ
小
説
書
籍
化
」
で
は
な
い
。

　

ち
な
み
に
同
記
事
で
は
、
こ
の
引
用
箇
所
の
あ
と
に
ア
ス
キ
ー
の
社
長
だ
っ
た
西
和
彦
が
「
電
子
出
版

の
市
場
は
２
０
１
０
年
に
は
５
兆
円
規
模
に
ふ
く
れ
あ
が
る
」
と
言
っ
て
い
る
。

　

実
際
に
は
日
本
の
出
版
市
場
は
１
９
９
６
年
の
２
兆
６
５
６
４
億
円
（
書
籍
＋
雑
誌
の
推
定
販
売
金
額
。

出
版
科
学
研
究
所
調
べ
）
を
ピ
ー
ク
に
下
落
を
続
け
、
２
０
２
０
年
代
に
入
っ
て
コ
ミ
ッ
ク
の
電
子
書
籍
販

売
が
大
成
長
し
た
こ
と
で
上
向
き
に
な
る
ま
で
四
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
凋
落
を
続
け
る
。
電
子
出
版
市
場

（
電
子
コ
ミ
ッ
ク
＋
電
子
書
籍
＋
電
子
雑
誌
）
は
成
長
を
続
け
て
い
る
が
、
２
０
２
１
年
で
も
４
６
６
２
億
円

で
あ
る
。

　

し
か
し
西
が
そ
う
思
っ
た
の
も
ふ
し
ぎ
で
は
な
い
。
当
時
の
出
版
業
界
は
右
肩
上
が
り
成
長
（
の
末
期
）

で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
成
長
が
続
く
と
西
は
想
定
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
出
版
業
界
が
長
期
不
況
に
入
る
以

前
の
最
盛
期
に
、
パ
ソ
通
小
説
ビ
ジ
ネ
ス
は
現
れ
た
。

　

パ
ソ
コ
ン
通
信
掲
載
小
説
を
主
に
収
録
し
た
書
籍
と
し
て
は
、
１
９
９
３
年
７
月
刊
の
小
説
工
房
制
作

委
員
会
編
『
小
説
工
房　

小
説
は
自
分
で
書
い
た
ほ
う
が
お
も
し
ろ
い
！
』（
青
峰
社
）
が
最
初
の
も
の
だ
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ろ
う
。
ニ
フ
テ
ィ
の
「
本
と
雑
誌
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
内
に
作
ら
れ
た
、
小
説
家
で
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
水
城
雄
が

取
り
仕
切
る
「
小
説
工
房
」
と
い
う
創
作
系
会
議
室
に
寄
せ
ら
れ
た
、
主
に
ア
マ
チ
ュ
ア
――
と
い
っ
て

も
マ
ン
ガ
『
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
あ
ら
し
』
で
知
ら
れ
る
す
が
や
み
つ
る
な
ど
も
含
ま
れ
る
――
の
短
篇
小

説
と
、
そ
れ
に
対
す
る
水
城
の
コ
メ
ン
ト
な
ど
を
集
め
た
も
の
だ
（
水
城
自
身
、
ニ
フ
テ
ィ
で
長
編
小
説
『
赤

日
の
曠
野
』
を
連
載
し
て
い
た
が
、
そ
の
書
籍
化
は
１
９
９
４
年
３
月
）。

　

ウ
ェ
ブ
小
説
書
籍
化
作
品
で
は
な
い
も
の
の
、
１
９
９
０
年
代
中
盤
の
小
説
×
パ
ソ
通
界
隈
の
空
気
を

よ
く
体
言
し
た
作
品
も
あ
る
。

　

Ｓ
Ｆ
作
家
の
神
林
長
平
が
１
９
９
４
年
11
月
に
中
央
公
論
社
か
ら
発
表
し
た
『
言
壺
』
だ
。
同
作
の
主

人
公
は
、
高
度
な
予
測
変
換
機
能
を
持
つ
ワ
ー
プ
ロ
「
ワ
ー
カ
ム
」
を
使
っ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
小
説
を
書
い

て
生
計
を
立
て
て
い
る
作
家
で
あ
る
。
た
だ
し
彼
は
紙
の
本
を
出
せ
る
作
家
よ
り
も
ラ
ン
ク
が
低
い
「
電

送
」
作
家
だ
。
電
送
作
家
は
、
映
像
や
音
の
表
現
も
加
わ
り
、
読
者
も
物
語
に
参
加
で
き
、
話
の
筋
が
分

岐
し
て
い
く
「
ニ
ュ
ー
ロ
ベ
ル
ス
」
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
よ
り
も
地
味
な
存
在
で
も
あ
る
。『
言
壺
』
に
は

「
オ
ン
ラ
イ
ン
小
説
家
は
紙
で
本
を
出
せ
る
作
家
よ
り
地
位
が
低
い
」
と
い
う
価
値
観
が
90
年
代
前
半
に
活

字
に
な
っ
て
い
た
こ
と
と
、「
人
気
が
出
れ
ば
ウ
ェ
ブ
小
説
も
紙
に
な
る
」
と
い
う
発
想
が
確
認
で
き
る

（
た
だ
し
、
後
者
の
動
き
が
現
実
で
起
こ
る
の
は
２
０
０
０
年
代
に
入
っ
て
か
ら
だ
）。
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筒
井
に
次
い
で
１
９
９
０
年
代
の
オ
ン
ラ
イ
ン
小
説
書
籍
化
の
文
脈
で
よ
く
名
前
が
挙
が
る
の
は
、
川

上
弘
美
「
神
様
」
だ
。

　

同
作
は
１
９
９
４
年
に
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｈ
Ｉ
ネ
ッ
ト
の
パ
ソ
コ
ン
通
信
上
に
第
１
回
パ
ス
カ
ル
短
篇
文
学
新
人

賞
応
募
作
と
し
て
投
稿
さ
れ
、
受
賞
。
同
作
な
ど
を
収
録
し
た
『
パ
ス
カ
ル
へ
の
道　

第
１
回
パ
ス
カ
ル

短
篇
文
学
新
人
賞
』（
中
公
文
庫
）
が
１
９
９
４
年
10
月
に
刊
行
さ
れ
、
川
上
単
独
名
義
で
の
単
行
本
『
神

様
』
が
１
９
９
８
年
９
月
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

　

Ａ
Ｓ
Ａ
Ｈ
Ｉ
ネ
ッ
ト
は
Ｗ
Ｗ
Ｗ
（
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
ウ
ェ
ブ
）
接
続
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
国
内
最
初
の

パ
ソ
コ
ン
通
信
事
業
者
で
も
あ
っ
た
が
、
パ
ソ
コ
ン
通
信
だ
け
で
な
く
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
も
同
賞
の
受

賞
作
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
（
も
し
そ
う
な
ら
ば
『
パ
ス
カ
ル
へ
の
道
』
が
日
本
最
初
の
「
ウ

ェ
ブ
小
説
書
籍
化
」
の
事
例
だ
ろ
う
）。

　
同
新
人
賞
は
、
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
換
算
し
て
二
十
枚
以
内
の
短
編
小
説
に
限
り
、
締
め
切

り
は
十
月
末
日
。
九
、
十
月
の
間
、
主
催
の
朝
日
パ
ソ
コ
ン
ネ
ッ
ト
内
に
開
設
さ
れ
る
電
子
会
議
室

に
送
信
し
て
も
ら
う
。
応
募
作
は
、
通
信
で
だ
れ
で
も
読
む
こ
と
が
で
き
、
各
作
品
に
つ
い
て
、
選

考
委
員
以
外
の
人
た
ち
も
感
想
や
批
評
を
話
し
合
え
る
仕
組
み
に
な
る
予
定
だ
。
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最
終
選
考
委
員
会
は
、
特
別
な
場
を
設
け
ず
に
、
三
人
が
パ
ソ
コ
ン
通
信
で
行
う
。
応
募
者
は
、
批

判
や
疑
問
に
つ
い
て
、
そ
の
都
度
反
論
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。
半
面
、
選
考
委
員
は
自
身
の
判
断
を

衆
目
の
中
で
試
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
る
。

�

「
パ
ソ
コ
ン
ネ
ッ
ト
で
文
学
賞　

応
募
作
・
選
考
過
程
〝
筒
抜
け
〟
で
す
」、「
朝
日
新
聞
」
１
９
９
３
年
２
月
14
日
朝
刊

　

小
説
新
人
賞
の
投
稿
作
品
を
一
般
読
者
も
読
め
、
さ
ら
に
応
募
者
同
士
が
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
交
流
で
き

た
と
い
う
点
は
、
一
般
文
芸
の
賞
と
し
て
は
今
日
で
も
稀
有
な
も
の
だ
。
た
だ
し
結
局
の
と
こ
ろ
選
考
委

員
の
筒
井
康
隆
、
小
林
恭
二
、
井
上
ひ
さ
し
が
選
ん
だ
の
で
あ
り
、
読
者
が
受
賞
作
を
決
め
た
わ
け
で
は

な
い
。
次
章
以
降
で
示
す
よ
う
に
、「
ウ
ェ
ブ
小
説
書
籍
化
」
は
作
家
の
よ
う
な
権
威
・
同
業
者
が
選
ぶ
の

で
は
な
く
、
一
般
読
者
に
よ
る
定
量
的
な
評
価
（
閲
覧
数
や
ブ
ッ
ク
マ
ー
ク
数
、
そ
れ
ら
を
反
映
し
た
ラ
ン
キ

ン
グ
）
に
よ
っ
て
書
籍
化
の
可
否
を
決
め
る
こ
と
で
成
長
し
て
い
く
。
こ
の
意
味
で
パ
ス
カ
ル
は
、
文
芸

誌
上
で
行
わ
れ
る
小
説
新
人
賞
の
選
考
プ
ロ
セ
ス
を
踏
襲
し
て
い
た
。

　

筒
井
は
選
考
を
経
て
「
全
候
補
作
品
を
読
了
し
、
質
の
高
さ
に
驚
嘆
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。（
中
略
）
パ
ソ

コ
ン
通
信
が
で
き
る
知
性
と
い
う
だ
け
で
、
あ
る
程
度
の
文
学
的
素
質
が
保
証
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
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う
か
？
」
と
書
い
た
が＊

＊

、『
パ
ス
カ
ル
へ
の
道
』
は
売
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
、
同
賞
は
応
募
作
の
数
が
第

１
回
は
２
１
３
編
、
第
２
回
は
１
７
３
編
と
減
り
、
第
３
回
を
も
っ
て
終
了
す
る
。
最
初
期
の
オ
ン
ラ
イ

ン
小
説
書
籍
化
は
商
業
的
に
は
成
功
し
な
か
っ
た
の
だ
。

　

当
時
の
新
聞
記
事
で
は
パ
ス
カ
ル
の
減
速
に
対
し
て
「
パ
ソ
コ
ン
通
信
と
文
学
の
取
り
合
わ
せ
と
い
う

「
新
奇
性
」
が
薄
れ
た
」「
オ
ン
ラ
イ
ン
小
説
も
活
字
に
な
れ
ば
ご
く
「
普
通
の
小
説
」
と
な
り
、
新
メ
デ

ィ
ア
が
持
つ
き
ら
め
き
は
失
わ
れ
る
」
と
評
さ
れ
て
い
る＊

＊

。
１
９
９
０
年
代
に
は
「
オ
ン
ラ
イ
ン
小
説
」

は
「
普
通
の
（
紙
の
）
小
説
」
に
は
な
い
「
な
ら
で
は
」
の
も
の
、
そ
れ
も
物
語
の
中
身
や
文
体
の
違
い

で
は
な
く
、
パ
ソ
通
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
特
徴
を
活
か
し
た
仕
掛
け
が
期
待
さ
れ

て
い
た
の
だ
。

　

し
か
し
「
神
様
」
は
純
文
学
然
と
し
た
「
小
説
ら
し
い
小
説
」
で
あ
り
、
パ
ソ
コ
ン
通
信
が
初
出
だ
と

い
う
雰
囲
気
は
ま
る
で
な
い
。
逆
に
言
え
ば
今
日
ま
で
流
通
す
る
「
オ
ン
ラ
イ
ン
発
の
小
説
と
紙
発
の
文

学
で
は
、
小
説
と
し
て
の
『
質
』
が
別
物
」
と
い
う
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
作
品
だ

＊
＊　
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｈ
Ｉ
ネ
ッ
ト
編
『
パ
ス
カ
ル
へ
の
道　

第
１
回
パ
ス
カ
ル
短
篇
文
学
新
人
賞
』
中
公
文
庫
、
１
９
９
４
年
、
16
頁

＊
＊　
「
パ
ソ
コ
ン
通
信
小
説
の
新
奇
性
早
く
も
薄
れ
る
？　

応
募
減
っ
た
パ
ス
カ
ル
短
篇
文
学
新
人
賞
」、「
読
売
新
聞
」
１
９
９
５
年
４
月

24
日
朝
刊
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っ
た
。

　

そ
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
小
説
書
籍
化
の
歴
史
が
始
ま
っ
て
わ
ず
か
３
年
後
に
、
川
上
は
「
蛇
を
踏
む
」
で

第
１
１
５
回
芥
川
賞
を
受
賞
。
オ
ン
ラ
イ
ン
小
説
掲
載
経
験
の
あ
る
芥
川
賞
作
家
が
、
１
９
９
６
年
に
誕

生
し
た
。
ま
た
、
長
嶋
有
も
パ
ス
カ
ル
短
篇
文
学
新
人
賞
投
稿
者
で
あ
り
、
２
０
０
２
年
に
「
猛
ス
ピ
ー

ド
で
母
は
」
で
芥
川
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

　

文
学
で
は
な
く
エ
ン
タ
メ
小
説
に
目
を
向
け
る
と
『
言
壺
』「
神
様
」
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
１
９
９
４
年
11

月
に
は
、
ア
ス
キ
ー
ネ
ッ
ト
ほ
か
で
平
井
和
正
『
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
ガ
ラ
ス
・
ス
ト
リ
ー
ト
』
の
連
載
が
始
ま

り
、
同
作
は
１
９
９
５
年
２
月
に
第
１
部
が
ア
ス
ペ
ク
ト
か
ら
新
書
（
ノ
ベ
ル
ス
）
で
刊
行
さ
れ
た
。
２

巻
ま
で
で
本
は
10
万
部
、
オ
ン
ラ
イ
ン
小
説
の
購
入
者
は
、
約
８
０
０
０
人＊

＊

。「
小
説
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

先
に
発
表
し
、
あ
と
か
ら
単
行
本
を
出
版
す
る
」
モ
デ
ル
を
採
用
し
た
最
初
期
の
事
例
だ
。
と
は
い
え
平

井
の
作
品
は
購
入
し
て
フ
ァ
イ
ル
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
な
け
れ
ば
読
め
な
か
っ
た
よ
う
だ
か
ら
、「
ウ
ェ
ブ

小
説
」
と
い
う
よ
り
「
電
子
書
籍
」
だ
が
。
ほ
か
に
も
同
様
の
「
ウ
ェ
ブ
が
先
、
紙
は
後
」
の
試
み
は
あ

っ
た
。

＊
＊　
「
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
ガ
ラ
ス
・
ス
ト
リ
ー
ト
（
Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
・
Ｏ
Ｆ
）」、「
Ａ
Ｅ
Ｒ
Ａ
」
１
９
９
５
年
５
月
15
日
、
朝
日
新
聞
社
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Ｎ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
Ｙ
で
は
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
小
説
」
と
し
て
、
堀
田
あ
け
み
『
声
が
聞
き
た
い
』、
梁
石
日

『
断
層
海
流
』、
水
城
雄
『
赤
日
の
曠
野
』
を
連
載
、
現
在
は
完
結
し
て
単
行
本
に
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
Ｐ
Ｃ
‐
Ｖ
Ａ
Ｎ
で
は
「
オ
ン
ラ
イ
ン
マ
ガ
ジ
ン
」
と
題
し
て
、
角
川
書
店
と
の
提
携
に
よ
る
赤

川
次
郎
氏
ら
の
小
説
、
ゲ
ー
ム
や
、
谷
山
浩
子
氏
の
小
説
コ
ー
ナ
ー
、
芥
川
竜
之
介
・
森
鴎
外
・
国

木
田
独
歩
・
夏
目
漱
石
の
短
編
な
ど
を
提
供
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
基
本
料
金
に
上
乗
せ
し
て
代
金

を
払
う
シ
ス
テ
ム
だ
。

　
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｈ
Ｉ
ネ
ッ
ト
で
は
、
Ｓ
Ｆ
同
人
誌
「
ソ
リ
ト
ン
」
を
ネ
ッ
ト
で
運
営
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

昨
年
十
一
月
に
出
た
創
刊
号
は
、
主
宰
の
堀
晃
氏
の
意
向
で
雑
誌
出
版
が
先
に
な
っ
た
。（
中
略
）

　
そ
れ
に
し
て
も
、
あ
と
か
ら
本
に
す
る
も
の
を
な
ぜ
、
わ
ざ
わ
ざ
オ
ン
ラ
イ
ン
で
提
供
す
る
の
か
。

（
中
略
）

　
担
当
し
た
ア
ス
キ
ー
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
」
誌
編
集
部
の
本
城
剛
史
さ
ん
は
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
出
版

自
体
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
か
っ
た
。
い
ろ
ん
な
意
味
で
実
験
に
な
り
ま
し
た
」
と
語
る
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
出
版
で
は
ま
だ
、
市
場
が
狭
い
の
で
本
の
出
版
と
セ
ッ
ト
に
し
な
い
限
り
、
プ
ロ
作

家
を
遇
す
る
だ
け
の
コ
ス
ト
計
算
が
立
た
な
い
。
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�

「
読
書
は
パ
ソ
コ
ン
通
信
で　

相
次
ぐ
オ
ン
ラ
イ
ン
出
版
、
本
の
入
手
難
に
も
活
路
」、「
朝
日
新
聞
」
１
９
９
５
年
３
月
18
日

「
書
籍
化
」
は
金
銭
面
で
作
家
を
納
得
さ
せ
る
た
め
の
手
段
だ
と
書
か
れ
て
い
る
点
が
興
味
深
い
。「
ウ
ェ

ブ
で
は
儲
か
ら
な
い
の
で
本
で
稼
ぐ
」
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や
感
覚
が
す
で
に
こ
こ
に
成
立
し
て

い
る
。

　

た
だ
そ
の
後
の
時
代
と
異
な
る
の
は
、
こ
の
こ
ろ
は
「
ウ
ェ
ブ
は
商
業
主
義
の
制
約
を
受
け
ず
に
作
品

が
世
に
発
表
で
き
る
」
場
所
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
一
方
で
、
出
版
業
界
は
商
業
主
義
的
で
制
約
が
あ

る
巨
大
な
場
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
。

　
佐
藤
亜
紀
さ
ん
は
「
活
字
メ
デ
ィ
ア
で
は
、
読
者
の
反
応
が
わ
か
ら
な
い
。
読
者
の
反
応
が
わ
か

る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
か
け
だ
し
の
作
家
と
し
て
は
あ
り
が
た
い
」。
さ
ら
に
、「
世
の
中
に
は
、
数

百
人
だ
け
に
読
ま
れ
る
作
品
と
い
う
の
も
あ
る
。
い
ま
の
出
版
社
は
規
模
が
大
き
く
な
っ
て
、
小
さ

な
も
の
は
本
に
な
ら
な
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ら
、
そ
ん
な
先
鋭
的
な
作
品
も
可
能
だ
」
と
語
る
。

�

「
交
差　

読
者
と
作
家
を
直
結
（
何
が
変
わ
る
？　

電
子
メ
デ
ィ
ア
と
文
芸
：
中
）」、「
毎
日
新
聞
」
１
９
９
５
年
９
月
18
日
夕
刊
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平
井
氏
は
、
九
四
年
に
パ
ソ
コ
ン
通
信
を
使
っ
て
小
説
を
書
籍
よ
り
一
カ
月
早
く
販
売
す
る
試
み

を
開
始
し
て
、
約
一
万
部
を
売
り
上
げ
た
の
を
手
始
め
に
、
自
ら
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
電
子
出
版
サ

イ
ト
な
ど
で
合
わ
せ
て
四
万
五
千
部
の
「
電
子
本
」
を
販
売
し
て
き
た
。

　
今
回
ネ
ッ
ト
だ
け
で
販
売
す
る
「
幻
魔
大
戦
Ｄ
Ｎ
Ａ
」
は
、
ア
ス
キ
ー
、
メ
デ
ィ
ア
ワ
ー
ク
ス
な

ど
で
刊
行
さ
れ
て
い
た
「
月
光
魔
術
團
シ
リ
ー
ズ
」
の
第
三
部
に
あ
た
る
も
の
。
出
版
物
の
販
売
が

伸
び
悩
み
、
紙
に
よ
る
出
版
を
見
合
わ
せ
る
風
潮
が
強
ま
っ
て
い
る
中
で
、
最
新
刊
に
つ
い
て
は
ネ

ッ
ト
の
み
の
販
売
と
な
っ
た
。

�

「
平
井
和
正
氏
〝
オ
レ
が
売
る
〟　

新
作
小
説
を
ネ
ッ
ト
だ
け
で
、
書
店
通
さ
ず
「
幻
魔
大
戦
Ｄ
Ｎ
Ａ
」」、「
日
本
工
業
新
聞
」
２
０
０
０
年
６
月
21
日

　

パ
ソ
コ
ン
通
信
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
率
が
低
く
、「
人
気
オ
ン
ラ
イ
ン
小
説
を
本
に
す
れ
ば
売
れ

る
」
と
い
う
セ
オ
リ
ー
が
確
立
さ
れ
る
以
前
の
時
代
、
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
空
間
は
、
マ
イ
ナ
ー
な

表
現
を
可
能
に
す
る
場
、
出
版
業
界
で
は
出
せ
な
い
も
の
を
出
せ
る
場
と
し
て
作
家
か
ら
肯
定
的
に
捉
え

ら
れ
て
い
た
。

　

そ
の
裏
返
し
で
オ
ン
ラ
イ
ン
小
説
を
読
む
に
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
通
信
ソ
フ
ト
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の

加
入
な
ど
「
作
品
を
読
む
ま
で
に
特
別
の
手
続
き
が
必
要
」「
誰
で
も
気
軽
に
作
品
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
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る
わ
け
で
は
な
い
」
と
も
言
わ
れ
、
限
ら
れ
た
人
た
ち
の
楽
し
み
で
し
か
な
か
っ
た＊1

＊

。
当
時
の
パ
ソ
コ
ン

通
信
の
利
用
者
数
は
、
総
務
省
の
発
表
で
は
１
９
９
１
年
１
１
０
万
人
、
１
９
９
２
年
１
５
５
万
人
、
１

９
９
３
年
１
９
５
・
７
万
人
、
１
９
９
４
年
２
５
９
・
７
万
人
、
１
９
９
５
年
３
６
８
・
９
万
人＊＊

＊

。
１
９
９

５
年
時
点
で
全
人
口
に
占
め
る
割
合
は
３
％
程
度
。
対
し
て
２
０
２
０
年
に
は
13
歳
か
ら
59
歳
ま
で
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
率
は
９
割
以
上
で
あ
る＊＊

＊

。

　

な
お
純
文
学
で
は
、
作
家
の
大
西
巨
人
が
１
９
９
７
年
２
月
か
ら
個
人
サ
イ
ト
――
こ
れ
は
パ
ソ
コ
ン

通
信
で
は
な
く
Ｗ
Ｗ
Ｗ
――
上
に
書
き
始
め
た
社
会
派
推
理
小
説
風
の
枠
組
み
を
借
り
た
純
文
学
作
品
『
深

淵
』
が
あ
る
。
同
作
は
２
０
０
３
年
10
月
末
に
完
結
し
、
光
文
社
か
ら
２
０
０
４
年
１
月
に
発
売
さ
れ
て

い
る
。

＊
＊1　
榎
本
正
樹
『
電
子
文
学
論
』
彩
流
社
、
１
９
９
３
年
、
１
８
８
頁
お
よ
び
榎
本
正
樹
『
文
学
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
』
彩
流
社
、
１
９
９

８
年
、
25
頁
。
前
者
と
後
者
の
あ
い
だ
に
は
５
年
の
歳
月
が
流
れ
て
い
る
の
に
、
両
者
に
ほ
ぼ
ま
っ
た
く
同
じ
「
オ
ン
ラ
イ
ン
小
説
は
限
ら
れ

た
人
た
ち
の
楽
し
み
」
的
な
記
述
が
あ
る

＊
＊＊　
総
務
省
「
平
成
27
年
版
情
報
通
信
白
書　

特
集
テ
ー
マ
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
過
去
・
現
在
・
未
来　

第
１
部
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
進
化
を
振
り
返
る
」」�
https://w

w
w
.soum

u.go.jp/johotsusintokei/w
hitepaper/ja/h27/htm

l/nc111130.htm
l

＊
＊＊　
総
務
省
「
令
和
２
年
通
信
利
用
動
向
調
査
」�

https://w
w
w
.soum

u.go.jp/johotsusintokei/statistics/data/210618_1.pdf
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ま
た
、
や
は
り
純
文
学
作
家
の
村
上
龍
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
、
書
き
下
ろ
し
小
説
な
ど
を
連
載
す
る
有

料
会
員
制
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
サ
イ
ト
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
」
が
１
９
９
７
年
６

月
に
始
ま
り
、
小
説
『
ト
パ
ー
ズ
』
英
訳
版
や
書
き
下
ろ
し
連
載
小
説
『
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｋ 

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
』

を
発
表
、
同
作
は
メ
デ
ィ
ア
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
か
ら
２
０
０
１
年
７
月
に
書
籍
化
さ
れ
た
。

　

村
上
龍
は
２
０
０
０
年
３
月
に
刊
行
し
た
小
説
『
共
生
虫
』
の
公
式
サ
イ
トKyoseichu.com

上
で
行

っ
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
筑
紫
哲
也
や
作
家
・
田
口
ラ
ン
デ
ィ
と
の
対
談
や
読
者
の
声
を
収
録
し
た
Ｃ
Ｄ

‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ
付
き
書
籍
『
共
生
虫
ド
ッ
ト
コ
ム
』（
講
談
社
、
２
０
０
０
年
）
と
い
う
本
を
刊
行
し
、
１
９
９

９
年
３
月
に
は
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
Ｊ
Ｍ
Ｍ
（Japan M

ail M
edia

）」
を
刊
行
す
る
な
ど
、
ネ
ッ
ト
の
活

用
に
積
極
的
だ
っ
た
。『
共
生
虫
』
は
ひ
き
こ
も
り
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
話
だ
が
、『
共
生
虫
ド
ッ
ト
コ

ム
』
の
中
で
の
栄
花
均
の
コ
ラ
ム
「Kyoseichu.com

の
は
じ
ま
り
」
に
よ
れ
ば
「
当
時
は
文
学
作
品
の

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト
は
私
が
知
っ
て
い
る
限
り
に
お
い
て
は
存
在
」
し
な
か
っ
た
と
い
う＊＊

＊

。
た
だ
し
、

こ
の
時
期
の
村
上
龍
が
書
い
た
ウ
ェ
ブ
小
説
自
体
の
書
籍
化
は
『
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｋ 

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
』
に
限

ら
れ
る
。
村
上
の
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
」
に
は
１
９
９
０
年
代
ウ
ェ
ブ
小
説
の
特
徴
が

＊
＊＊　
村
上
龍
編
著
『
共
生
虫
ド
ッ
ト
コ
ム
』
講
談
社
、
２
０
０
０
年
、
96
頁
。
も
っ
と
も
「
作
品
」
で
は
な
く
「
作
家
」
個
人
の
サ
イ
ト
な

ら
筒
井
康
隆
や
大
原
ま
り
子
な
ど
が
『
共
生
虫
ド
ッ
ト
コ
ム
』
よ
り
も
先
に
開
設
し
て
い
た
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３
つ
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　

ひ
と
つ
め
は
「
有
料
化
／
（
出
版
社
抜
き
の
）
直
売
」
志
向
。
こ
れ
は
平
井
和
正
ら
の
試
み
と
並
べ
れ
ば

明
白
だ
。

　

ふ
た
つ
め
は
「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
」
志
向
。
同
サ
イ
ト
で
は
村
上
が
撮
り
下
ろ
し
た
写
真
や
坂
本
龍
一

が
作
曲
し
た
音
楽
も
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
提
供
さ
れ
て
い
た
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
は
「
小
説
＋
音
楽
＋

写
真
」
と
い
う
構
成
が
実
現
で
き
る
が
、
こ
こ
に
は
映
画
監
督
を
志
向
す
る
も
『
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
マ
イ
・

フ
レ
ン
ド
』
を
１
９
８
３
年
に
自
ら
監
督
し
て
失
敗
し
、
挫
折
し
た
村
上
龍
ら
し
い
「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

（
総
合
芸
術
）
の
夢
」
が
托
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
筆
者
に
は
見
え
る＊＊

＊

。

　

３
つ
目
は
「
英
語
」
志
向
。
村
上
龍
や
筒
井
康
隆
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
自
作
の
英
訳
を
掲
載
す
れ

ば
、
海
外
の
出
版
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
や
編
集
者
が
発
見
し
て
く
れ
て
世
界
進
出
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
た
。
た
と
え
ば
筒
井
康
隆
は
「
世
界
中
の
出
版
人
が
、
い
ま
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
情
報
源
に
し
て

ま
す
か
ら
ね
え
。
彼
ら
の
目
に
と
ま
っ
て
、
い
ず
れ
外
国
で
出
版
さ
れ
る
と
い
い
な
と
思
っ
て
い
る
ん
で

＊
＊＊　
と
は
い
え
村
上
龍
自
身
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
と
い
う
の
は
ほ
と
ん
ど
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
で
す
ね
」
と
言
い
つ

つ
、
言
葉
と
映
像
と
音
楽
が
共
時
的
に
表
現
さ
れ
る
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
空
間
に
な
っ
て
い
る
と
振
ら
れ
る
と
「
本
音
は
小
説
だ
け
じ
ゃ
金

が
取
れ
な
い
と
い
う
の
が
あ
っ
て
（
笑
）」
と
答
え
て
い
る
。
榎
本
正
樹
『
電
子
文
学
論
』
１
７
４
‐
１
７
９
頁
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す
」
と
語
っ
て
い
た＊＊

＊

（
そ
の
後
の
ウ
ェ
ブ
小
説
の
国
際
展
開
に
つ
い
て
は
補
章
お
よ
び
第
13
章
を
参
照
）。
ま
た
、

１
９
９
７
年
か
ら
比
較
文
学
者
で
詩
人
の
管
啓
次
郎
と
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
文
学
研
究
者
で
作
家
の
旦
敬
介

は
、
英
語
で
詩
や
エ
ッ
セ
イ
を
掲
載
す
る
ウ
ェ
ブ
マ
ガ
ジ
ン
「Taxi!

」
を
運
営
し
て
い
た
（
１
９
９
９
年

に
更
新
停
止
、
２
０
０
１
年
に
ク
ロ
ー
ズ
）。

　

こ
の
３
つ
の
志
向
は
、
２
０
０
０
年
代
以
降
の
ウ
ェ
ブ
小
説
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
る
。

　

ま
た
『
深
淵
』『
Ｔ
Ｈ
Ｅ 
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｋ 

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
』
の
よ
う
に
、
１
９
９
０
年
代
の
ウ
ェ
ブ
小
説
は
、
２

０
０
０
年
代
に
な
っ
て
か
ら
書
籍
化
さ
れ
た
も
の
が
多
い
。
い
と
う
せ
い
こ
う
が
１
９
９
７
年
に
Ｅ
メ
ー

ル
を
使
っ
て
読
者
に
配
信
し
た
小
説
『
黒
や
ぎ
さ
ん
た
ら
』
に
至
っ
て
は
２
０
１
４
年
に
『
親
愛
な
る
』

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
期
間
限
定
販
売
の
か
た
ち
で
自
費
出
版
で
書
籍
化
さ
れ
て
い
る
。

　

筒
井
、
川
上
と
比
べ
る
と
語
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
い
も
の
の
、
著
者
Ｐ
・
Ｅ
・
Ｐ
、
監
修
・
鴻
上
尚
史

『
ペ
プ
シ
マ
ン
〈
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
小
説
〉』（
ぶ
ん
か
社
）
が
１
９
９
６
年
９
月
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

　

ペ
プ
シ
コ
ー
ラ
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
一
環
と
し
て
、
劇
作
家
の
鴻
上
が
ウ
ェ
ブ
上
に
冒
頭
だ
け
ペ
プ

シ
マ
ン
を
主
役
に
し
た
小
説
を
書
く
。
そ
の
続
き
（
１
回
８
０
０
字
の
短
編
）
を
読
者
が
メ
ー
ル
で
書
い
て

＊
＊＊　
「
文
学　

新
形
式
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
何
が
変
わ
る
？　

電
子
メ
デ
ィ
ア
と
表
現
：
２
）」、「
朝
日
新
聞
」
１
９
９
６
年
１
月
５
日
夕
刊
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投
稿
す
る
と
、
鴻
上
が
優
秀
作
を
選
出
し
て
い
く
つ
か
掲
載
し
、
さ
ら
に
そ
の
続
き
も
募
っ
て
投
稿
作
か

ら
選
ぶ
、
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
ス
ト
ー
リ
ー
分
岐
型
の
リ
レ
ー
小
説
だ
。
こ
れ
が
１
９
９
６

年
の
１
月
か
ら
５
か
月
間
に
わ
た
り
ウ
ェ
ブ
上
で
展
開
さ
れ
た
。
10
回
の
連
載
で
延
べ
57
人
の
作
品
が
採

用
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
ウ
ェ
ブ
版
を
も
と
に
、
ゲ
ー
ム
ブ
ッ
ク
風
に
本
の
中
に
分
岐
を
記
し
、
選
択
肢

ご
と
に
「
○
ペ
ー
ジ
へ
」
と
指
定
が
あ
っ
て
そ
の
ペ
ー
ジ
に
飛
ん
で
読
み
進
め
て
い
く＊＊

＊

、
と
い
う
か
た
ち

で
書
籍
化
し
た
の
が
『
ペ
プ
シ
マ
ン
〈
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
小
説
〉』
だ
。

『
パ
ス
カ
ル
へ
の
道
』
が
パ
ソ
通
の
み
で
ウ
ェ
ブ
掲
載
が
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
本
作
が
Ｗ
Ｗ
Ｗ
掲
載
の

小
説
だ
け
を
集
め
て
書
籍
化
し
た
国
内
最
初
の
事
例
か
も
し
れ
な
い
。
村
上
龍
は
「
ネ
ッ
ト
で
文
字
と
音

と
画
像
を
い
っ
し
ょ
に
表
現
す
る
」
こ
と
を
実
現
し
、
鴻
上
は
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
お
も
し
ろ
さ
は
ペ

ー
ジ
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
飛
ん
で
い
け
る
こ
と
だ
！　
こ
れ
を
使
え
ば
新
し
い
小
説
表
現
が
で
き
る
！
」
と

い
う
こ
と
に
着
目
し
た
。

　

同
種
の
「
ハ
イ
パ
ー
テ
キ
ス
ト
小
説
」
の
試
み
は
、
た
と
え
ば
井
上
夢
人
が
１
９
９
６
年
に
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
上
に
執
筆
し
た
『
99
人
の
最
終
電
車
』
な
ど
で
も
行
わ
れ
た
。『
ペ
プ
シ
マ
ン
』
の
本
と
し
て
の
仕
上

＊
＊＊　
「
Ｎ
Ｅ
Ｗ
商
品　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
小
説　

ぶ
ん
か
社
」、「
中
日
新
聞
」
１
９
９
６
年
９
月
20
日
朝
刊

42



が
り
は
、
日
本
で
も
１
９
８
０
年
代
に
ブ
ー
ム
に
な
っ
た
「
文
中
に
示
さ
れ
た
選
択
肢
を
読
者
が
選
ん
で

進
ん
で
い
く
」
ゲ
ー
ム
ブ
ッ
ク
と
大
差
な
か
っ
た
が
、
徳
山
諄
一
と
の
コ
ン
ビ
作
家
「
岡
嶋
二
人
」
時
代

に
ゲ
ー
ム
ブ
ッ
ク
『
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
の
翼
』（
第
一
出
版
セ
ン
タ
ー
、
１
９
８
６
年
２
月
刊
）
を
手
が
け

た
こ
と
が
あ
っ
た
井
上
は
、
結
局
は
読
み
方
が
本
に
指
示
さ
れ
た
も
の
し
か
で
き
な
い
ゲ
ー
ム
ブ
ッ
ク
よ

り
も
さ
ら
に
読
者
の
自
由
度
が
高
い
読
み
も
の
と
し
て
ハ
イ
パ
ー
テ
キ
ス
ト
小
説
を
捉
え
て
い
た
。
た
だ

あ
く
ま
で
ウ
ェ
ブ
版
は
「
ベ
ー
タ
版
」
で
あ
り
、
最
終
的
に
は
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ
に
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
す
る
こ

と
を
構
想
し
て
い
た＊＊

＊

（
２
０
０
５
年
に
完
結
す
る
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ
化
が
予
告
さ
れ
た
が
、
お
そ
ら
く
い
ま
だ

発
売
さ
れ
て
い
な
い
）。

『
ペ
プ
シ
マ
ン
』
式
の
「
冒
頭
だ
け
プ
ロ
が
書
い
て
続
き
を
一
般
読
者
が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
投
稿
」
企
画
は

ほ
か
に
も
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
フ
ジ
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
（
現
パ
ピ
レ
ス
）
が
パ
ソ
コ
ン
通
信
と
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
に
て
Ｓ
Ｆ
作
家
・
矢
野
徹
の
新
作
の
冒
頭
の
み
を
掲
載
し
、
以
降
を
新
人
賞
形
式
で
選
考
す

＊
＊＊　
井
上
夢
人
「
こ
の
小
説
は
本
に
は
な
り
ま
せ
ん　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
文
学
作
法
」、「
季
刊　

本
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」
１
９
９
８
年
冬

号
、
ト
ラ
ン
ス
ア
ー
ト
、
42
‐
49
頁
。
こ
う
し
た
思
想
に
対
し
て
小
説
家
に
な
ろ
う
創
業
者
が
「
ウ
ェ
ブ
小
説
は
ウ
ェ
ブ
小
説
の
時
点
で
完
成

形
で
あ
り
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
メ
デ
ィ
ア
化
は
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
に
過
ぎ
な
い
」
と
捉
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
に
つ
い
て
は
本
書
第
11
章
参

照
。
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る
、
と
い
う
も
の
が
１
９
９
６
年
12
月
締
め
切
り
で
始
ま
っ
た
。
こ
の
受
賞
作
は
監
修
・
主
筆
矢
野
徹
、

著
・
嬉
野
泉
『
エ
フ
・
エ
ス　

Flight Sim
ulator

』
と
し
て
電
子
書
店
パ
ピ
レ
ス
上
で
電
子
書
籍
が
販
売

さ
れ
た
ほ
か
、
紙
の
本
と
し
て
は
電
撃
文
庫
か
ら
１
９
９
７
年
11
月
に
書
籍
化
さ
れ
て
い
る
。
文
庫
巻
末

の
「
矢
野
徹
氏
が
お
書
き
に
な
っ
た
冒
頭
部
分
と
、
過
去
の
入
選
作
が
、
パ
ピ
レ
ス
書
棚
の
「
矢
野
徹
の

読
者
参
加
小
説
」
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
い
う
記
述
を
信
じ
る
な
ら
ば＊＊

＊

、
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル

レ
ー
ベ
ル
か
ら
出
た
ウ
ェ
ブ
小
説
書
籍
化
作
品
と
し
て
は
、
こ
れ
が
最
古
の
も
の
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
読
者
参
加
型
＋
写
真
な
ど
も
用
い
た
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
展
開
を
し
た
企
画
と
し
て
は
堺
屋
太
一

が
呼
び
か
け
人
と
な
っ
て
１
９
９
７
年
６
月
か
ら
「honya

（
本
屋
）」
と
い
う
サ
イ
ト
上
で
展
開
し
た
も

の
が
あ
る
。
Ｊ
Ｗ
Ｐ
女
子
プ
ロ
レ
ス
の
人
気
悪
役
レ
ス
ラ
ー
尾
崎
魔
弓
発
案
の
『
女
狼
街
道
（
メ
ロ
ウ
ス

ト
リ
ー
ト
）　

さ
す
ら
い
の
悪
役
オ
ズ
・
マ
ッ
キ
ー
が
往
く
』
お
よ
び
１
９
９
７
年
の
サ
ン
ト
リ
ー
ミ
ス
テ

リ
ー
大
賞
受
賞
者
・
三
宅
彰
原
作
の
『
そ
し
て
夜
が
始
ま
っ
た
』
の
２
作
だ
。
両
作
品
は
堺
屋
編
著
に
よ

る
１
９
９
９
年
３
月
刊
の
書
籍
『
情
報
楽
市
』（
扶
桑
社
）
の
附
属
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ
に
ハ
イ
パ
ー
リ
ン
ク
や

画
像
な
ど
を
含
め
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
１
９
９
０
年
代
後
半
か
ら
２
０
０
０
年
代
初
頭
に

＊
＊＊　
（
株
）
フ
ジ
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム　

シ
ス
テ
ム
営
業　

福
井
智
樹
「
パ
ピ
レ
ス
と
〝
電
脳
狂
乱
飛
行
隊
〟
に
つ
い
て
」、
矢
野
徹
監

修
・
主
筆
、
嬉
野
泉
著
『
エ
フ
・
エ
ス�Flight�Sim

ulator

』
メ
デ
ィ
ア
ワ
ー
ク
ス
、
１
９
９
７
年
、
２
４
２
頁
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は
、「
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ
付
き
書
籍
」
と
い
う
形
式
で
ウ
ェ
ブ
小
説
が
書
籍
化
さ
れ
た
例
が
わ
ず
か
な
が
ら
あ

っ
た
。
な
お
、
両
作
の
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ
収
録
版
は
、
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
作
成
の
た
め
の
言
語
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
で
記

述
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
が
開
発
し
た
動
的
コ
ン
テ
ン
ツ
再
生
技
術ActiveX

を
使
用

し
て
お
り
、
同
社
が
２
０
２
２
年
６
月
に
サ
ポ
ー
ト
終
了
し
た
ウ
ェ
ブ
ブ
ラ
ウ
ザInternet Explorer

で

の
利
用
を
前
提
と
し
て
い
る
た
め
、
現
行
世
代
の
Ｐ
Ｃ
の
ブ
ラ
ウ
ザ
環
境
で
は
中
身
が
閲
覧
で
き
な
い
。

　

堺
屋
の
企
画
で
は
、
ひ
と
り
の
原
作
者
が
全
体
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
結
末
ま
で
お
お
よ
そ
考
え
た
上
で
ウ

ェ
ブ
上
に
連
載
し
、
著
者
は
読
者
に
対
し
て
毎
回
次
の
回
の
展
開
に
つ
い
て
質
問
を
し
、
読
者
か
ら
の
反

応
を
受
け
て
著
者
が
も
と
も
と
あ
っ
た
プ
ロ
ッ
ト
に
修
正
を
加
え
て
次
の
連
載
に
反
映
す
る
、
と
い
う
も

の
だ
っ
た
。
つ
ま
り
『
ペ
プ
シ
マ
ン
』
の
よ
う
な
「
分
岐
す
る
リ
レ
ー
小
説
」
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
著

者
は
ひ
と
り
で
書
き
進
め
て
い
く
も
の
だ
っ
た
。
な
ぜ
こ
う
し
た
形
式
を
採
用
し
た
の
か
に
つ
い
て
は

　
ネ
ッ
ト
上
の
小
説
の
試
み
は
、
そ
れ
ま
で
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
み
ん
な
で
作
る

作
品
は
ど
ん
ど
ん
拡
散
し
て
い
っ
て
、
結
果
脈
絡
の
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
き
ら
い
が
あ
り
ま

し
た
し
、
多
く
は
ネ
ッ
ト
上
の
メ
ー
ル
で
の
や
り
取
り
の
中
で
、
と
り
と
め
な
く
全
員
が
メ
ー
ル
を

送
り
合
う
だ
け
の
環
境
で
あ
り
、
結
局
蓄
積
さ
れ
な
い
ま
ま
雲
散
霧
消
し
て
し
ま
う
も
の
で
し
た
。
ま
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た
、
作
家
個
人
が
作
品
を
ま
と
め
た
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
多
少
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
的
要
素
と
ハ

イ
パ
ー
リ
ン
ク
の
構
造
が
あ
る
だ
け
で
、
結
局
紙
の
概
念
を
越
え
ず
、
本
の
置
き
換
え
に
す
ぎ
な
い

と
い
う
限
界
が
あ
り
ま
し
た
。

�

堺
屋
太
一
編
著
『
情
報
楽
市
』
扶
桑
社
、
１
９
９
９
年
、
１
９
３
‐
１
９
４
頁

　

と
ま
と
め
て
い
る
（
テ
キ
ス
ト
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
っ
た
電
通
の
泉
博
史
に
よ
る
も
の
）。

　

作
家
が
先
々
の
展
開
に
つ
い
て
読
者
に
問
う
こ
と
は
ま
れ
だ
が
、
そ
れ
を
除
け
ば
「
読
者
の
コ
メ
ン
ト
、

感
想
を
見
な
が
ら
も
、
著
者
ひ
と
り
が
書
き
進
め
て
い
く
」
と
い
う
ス
タ
イ
ル
は
、
現
在
の
ウ
ェ
ブ
小
説

執
筆
で
は
珍
し
く
な
い
。
こ
れ
が
画
期
的
な
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
点
が
、
の
ち
の
時
代
に
生
き
る
人

間
か
ら
は
驚
き
だ
。
ウ
ェ
ブ
小
説
が
「
本
の
置
き
換
え
」
で
何
が
悪
い
の
か
も
、
今
か
ら
見
る
と
よ
く
わ

か
ら
な
い
。
堺
屋
は
１
９
９
７
年
６
月
か
ら
１
９
９
８
年
７
月
に
か
け
て
朝
日
新
聞
に
『
平
成
三
十
年
』

を
連
載
し
、
近
未
来
予
測
を
し
て
い
た
。
こ
れ
を
20
年
後
に
何
が
当
た
っ
た
か
振
り
返
っ
て
い
る
。

　
的
中
し
て
い
る
も
の
に
は
「
晩
婚
化
」「
男
性
の
生
涯
未
婚
率
23
％
」「
郊
外
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
高

齢
化
」「
年
金
支
給
年
齢
の
段
階
的
引
き
上
げ
」「
東
京
の
一
極
集
中
」「
地
方
の
衰
退
」「
ア
ジ
ア
各
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国
か
ら
の
労
働
者
の
流
入
」
な
ど
の
ほ
か
、
生
活
に
密
着
し
た
「
指
定
時
間
に
希
望
商
品
が
届
く
ネ

ッ
ト
通
販
」「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
小
説
」「
テ
レ
ビ
電
話
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
デ
ー
タ
検
索
な
ど
多

様
な
機
能
を
備
え
た
携
帯
端
末
」
な
ど
が
あ
る
。

�

「
堺
屋
太
一
さ
ん
20
年
前
の
連
載
「
平
成
三
十
年
」
で
近
未
来
ズ
バ
リ
」、「
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
」
２
０
１
９
年
２
月
11
日

　

し
か
し
、『
情
報
楽
市
』
を
読
む
か
ぎ
り
、
堺
屋
が
１
９
９
０
年
代
に
提
唱
し
て
い
た
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
・
ノ
ベ
ル
」
は
、
小
説
に
音
楽
や
画
像
が
付
い
た
「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
」
的
展
開
と
、
複
数
の
人
間
が

ひ
と
つ
の
作
品
に
取
り
組
み
無
数
の
派
生
作
品
が
生
ま
れ
る
と
い
う
「
集
団
創
作
」
が
特
徴
だ
（『
言
壺
』

で
描
か
れ
た
未
来
と
同
様
に
）。
お
そ
ら
く
先
に
引
用
し
た
泉
ら
と
堺
屋
で
は
『
女
狼
街
道
』『
そ
し
て
夜
が

始
ま
っ
た
』
に
対
す
る
思
惑
は
異
な
り
、
堺
屋
は
『
ペ
プ
シ
マ
ン
』
式
の
分
岐
の
あ
る
集
団
創
作
こ
そ
「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ノ
ベ
ル
」
の
来き

た

る
べ
き
姿
だ
と
思
っ
て
い
た＊＊

＊

。
現
在
の
ウ
ェ
ブ
小
説
は
ひ
と
り
の
作
家

に
よ
る
、
文
字
の
み
の
も
の
が
主
流
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
点
で
は
「
未
来
予
測
が
当
た
っ
た
」
と

は
言
い
が
た
い
。

＊
＊＊　
堺
屋
太
一
『
情
報
楽
市
』
扶
桑
社
、
１
９
９
９
年
、
63
‐
67
頁
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ゲ
ー
ム
ブ
ッ
ク
に
す
る
に
せ
よ
、
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ
に
収
録
す
る
に
せ
よ
、
ハ
イ
パ
ー
リ
ン
ク
を
活
用
し

た
「
集
団
制
作
」
や
「
分
岐
の
あ
る
物
語
」
を
作
る
と
い
う
試
み
は
続
か
な
か
っ
た
。
た
だ
、「
複
数
の
作

家
が
書
い
た
、
ス
ト
ー
リ
ー
が
分
岐
す
る
小
説
」
の
可
能
性
が
１
９
９
０
年
代
に
は
模
索
さ
れ
、
本
や
Ｃ

Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ
形
式
で
再
現
し
て
販
売
し
て
い
た
こ
と
は
興
味
深
い
（
今
の
小
説
投
稿
サ
イ
ト
で
は
、
仕
様
上

こ
う
い
う
試
み
は
困
難
だ
）。
ネ
ッ
ト
が
初
出
で
あ
る
必
然
性
も
感
じ
な
け
れ
ば
ネ
ッ
ト
カ
ル
チ
ャ
ー
的
な

空
気
も
ま
と
っ
て
い
な
い
、
た
ん
に
「
ウ
ェ
ブ
上
に
小
説
を
載
せ
る
」
と
い
う
素
直
な
使
い
方
の
「
神
様
」

と
、
分
岐
・
集
団
創
作
・
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
と
い
っ
た
ネ
ッ
ト
の
特
徴
を
活
か
し
た
『
ペ
プ
シ
マ
ン
』
や

『
情
報
楽
市
』
と
い
う
対
照
的
な
書
籍
化
が
１
９
９
０
年
代
半
ば
に
は
生
ま
れ
た
の
だ
。

ｅ
‐
Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
か
ら
生
ま
れ
た
電
子
書
籍
初
出
の
紙
の
小
説
『
黄
昏
ホ
テ
ル
』

「
無
料
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
投
稿
さ
れ
た
作
品
を
書
籍
化
す
る
」
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
は
な
く
、
井
上
夢

人
ら
が
中
心
と
な
っ
て
お
も
に
ミ
ス
テ
リ
ー
系
の
「
プ
ロ
作
家
が
小
説
や
評
論
の
電
子
書
籍
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ

ァ
イ
ル
）
を
販
売
す
る
」
モ
デ
ル
を
採
用
し
た
ｅ
‐
Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
が
、
１
９
９
９
年
10
月
か
ら
始
ま
っ

て
い
る
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
作
家
の
井
上
夢
人
と
我
孫
子
武
丸
の
思
い
つ
き
に
始
ま
り
、
当
初
は
課
金

の
な
い
サ
イ
ト
だ
っ
た
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
雑
誌
な
ど
を
手
が
け
る
ア
ス
キ
ー
が
協
力
す
る
こ
と
で
、
宮
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部
み
ゆ
き
や
京
極
夏
彦
ま
で
も
が
参
加
す
る
電
子
書
籍
販
売
サ
イ
ト
に
な
っ
た
と
い
う＊1

＊

。
た
と
え
ば
井
上

は
電
子
書
籍
の
短
編
集
『
お
と
し
あ
な
』
を
５
４
０
円
（
税
込
）
で
販
売
、
同
短
編
集
に
収
録
し
た
13
の

短
編
は
、
１
０
０
〜
１
５
０
円
（
税
込
）
で
バ
ラ
売
り
も
し
て
い
た
。
決
済
方
法
は
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド

か
、
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
「So-net

」
の
「
接
続
会
員
」
や
「
情
報
会
員
」
に
な
る

こ
と
で
決
済
で
き
た
。
２
０
０
０
年
４
月
時
点
で
は
、
景
気
の
い
い
話
が
新
聞
記
事
に
な
っ
て
い
る
。

　
井
上
夢
人
さ
ん
ら
作
家
、
評
論
家
十
数
人
で
昨
年
十
一
月
に
立
ち
上
げ
た
ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
「
ｅ
‐
Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
」
の
人
気
が
す
ご
い
。

　
井
上
さ
ん
の
ほ
か
、
綾
辻
行
人
さ
ん
、
法
月
綸
太
郎
さ
ん
、
笠
井
潔
さ
ん
ら
人
気
作
家
が
執
筆
し

て
い
る
と
あ
っ
て
、
ア
ク
セ
ス
件
数
は
週
に
二
十
五
万
‐
三
十
万
件
に
も
。（
中
略
）

　
井
上
さ
ん
は
「
本
が
売
れ
な
い
、
読
ま
れ
な
い
と
い
わ
れ
て
久
し
い
の
に
出
版
社
は
有
効
な
対
策

を
打
っ
て
い
な
い
。
な
ら
ば
作
家
自
身
が
読
ん
で
も
ら
う
努
力
を
し
よ
う
と
思
っ
た
」
と
ネ
ッ
ト
配

信
に
踏
み
出
し
た
理
由
を
話
す
。

＊
＊1　
中
西
秀
彦
『
本
は
変
わ
る
！　

印
刷
情
報
文
化
論
』
東
京
創
元
社
、
２
０
０
３
年
、
１
３
７
頁
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出
版
社
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
「
ネ
ッ
ト
配
信
で
も
編
集
者
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
が
あ
っ
た
方
が
よ

い
。
そ
の
点
で
、
出
版
社
と
対
立
す
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
逆
に
文
学
を
立
ち
直
ら
せ
る
き
っ
か

け
に
な
る
の
で
は
と
期
待
し
て
い
る
」

　
米
国
の
ホ
ラ
ー
小
説
の
第
一
人
者
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
キ
ン
グ
さ
ん
が
三
月
十
四
日
、
新
作
「
ラ
イ

デ
ィ
ン
グ
・
ザ
・
ブ
レ
ッ
ト
（
弾
丸
に
乗
っ
て
）」
を
ネ
ッ
ト
上
で
出
版
し
た
ら
、
二
日
間
で
世
界
中
で

五
十
万
部
以
上
が
売
れ
た
。
ネ
ッ
ト
小
説
は
国
境
を
簡
単
に
越
え
て
し
ま
う
と
い
う
例
で
も
あ
る
。

「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
発　

創
作
者
か
ら
直
接
お
届
け
販
売　

ネ
ッ
ト
「
創
直
」
拡
大
中　

小
説
、
音
楽
、
映
画
の
流
通
革
命　

村
上
龍
さ
ん
も
参
入
」、「
中
日
新
聞
」
２

０
０
０
年
４
月
３
日
朝
刊

　

と
こ
ろ
が
、Apple

のiPad

の
よ
う
な
タ
ブ
レ
ッ
ト
デ
バ
イ
ス
も
登
場
し
て
お
ら
ず
、
ネ
ッ
ト
で
オ
ン

ラ
イ
ン
コ
ン
テ
ン
ツ
を
買
い
物
す
る
習
慣
も
人
々
に
根
付
い
て
い
な
い
時
代
ゆ
え
に
、
こ
の
あ
と
ｅ
‐
Ｎ

Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
は
販
売
に
苦
戦
す
る
。
京
極
夏
彦
作
品
が
１
０
０
０
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
さ
れ
た
り
、
笠
井
潔
の

『
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
症
候
群
』
は
紙
の
本
で
出
る
前
に
先
行
販
売
し
た
と
こ
ろ
定
価
３
１
０
０
円
だ
っ
た
が
よ

く
売
れ
た
り
す
る
な
ど
、
一
部
作
品
は
健
闘
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
小
説
は
１
０
０
Ｄ
Ｌ
も
い
か
ず
、
値

付
け
は
文
庫
本
の
半
額
程
度
の
３
５
０
円
が
基
本
だ
っ
た
か
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
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も
多
く
の
作
家
が
参
加
し
た
の
は
、
そ
れ
ま
で
作
家
は
出
版
社
の
意
向
で
絶
版
に
さ
れ
る
、
出
し
た
い
本

を
出
せ
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
経
験
し
て
き
て
「
作
家
が
自
分
で
作
品
を
読
者
に
届
け
る
」
手
段
を
手
に

す
る
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
て
い
た
か
ら
だ
っ
た＊＊

＊

。

　

し
か
し
、
ｅ
‐
Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
は
２
０
０
７
年
９
月
か
ら
ソ
ニ
ー
系
列
の
電
子
書
籍
配
信
サ
イ
ト

「Tim
ebook Tow

n
」（
株
式
会
社
タ
イ
ム
ブ
ッ
ク
タ
ウ
ン
運
営
）
に
作
品
が
委
託
さ
れ
る
も
、
同
サ
ー
ビ
ス

自
体
が
２
０
０
９
年
２
月
末
に
終
了
す
る
――
そ
の
翌
年
２
０
１
０
年
に
はiPad

登
場
に
よ
っ
て
１
９
８

０
年
代
以
来
何
度
目
か
の
「
電
子
書
籍
元
年
」
と
騒
が
れ
た
の
は
、
皮
肉
な
こ
と
だ
が
。

　

な
お
、「
中
日
新
聞
」
の
記
事
で
言
及
さ
れ
て
い
る
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
キ
ン
グ
は
、
２
０
０
０
年
12
月
を

も
っ
て
早
く
も
新
作
小
説
の
ネ
ッ
ト
直
販
を
停
止
し
て
い
る
。
課
金
シ
ス
テ
ム
が
未
成
熟
で
、「
読
者
が
Ｐ

Ｃ
に
作
品
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
あ
と
振
り
込
ん
で
も
ら
う
」
と
い
う
善
意
に
基
づ
く
課
金
方
法
で
あ
っ

た
が
た
め
に
、
キ
ン
グ
が
書
い
た
『
ザ
・
プ
ラ
ン
ト
』
の
課
金
率
が
46
％
に
ま
で
低
下
し
た
た
め
で
あ
る

（
75
％
以
下
に
な
れ
ば
掲
載
打
ち
切
り
と
キ
ン
グ
は
発
表
し
て
い
た
。
な
お
、
同
作
は
現
在
に
至
る
ま
で
紙
の
書
籍

＊
＊＊　
『
本
は
変
わ
る
！
』
１
３
８
‐
１
３
９
頁
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は
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
）＊＊

＊

。

　

こ
の
よ
う
に
ウ
ェ
ブ
上
で
の
出
版
物
（
電
子
書
籍
）
へ
の
課
金
は
１
９
９
０
年
代
後
半
か
ら
２
０
０
０

年
代
初
頭
に
か
け
て
は
、
当
初
期
待
さ
れ
て
い
た
ほ
ど
成
功
せ
ず
、
な
か
な
か
難
し
い
と
い
う
認
識
が
出

版
業
界
に
は
広
が
っ
て
い
っ
た
。
雑
誌
『
本
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
』
の
編
集
長
・
津
野
海
太
郎
は
当
時
、「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
コ
ン
テ
ン
ツ
は
無
料
が
原
則
」
と
い
う
人
々
の
認
識
の
壁
が
破
れ
る
か
に
つ
い
て
「
悲

観
的
」「
こ
の
さ
き
も
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
」
と
書
き
、
既
成
の
出
版
業
界
人
は
ネ
ッ
ト
の

外
側
で
紙
の
本
を
作
り
つ
づ
け
る
し
か
な
く
、
無
料
情
報
の
大
海
か
ら
出
版
ビ
ジ
ネ
ス
を
立
ち
上
げ
る
の

は
あ
と
の
世
代
に
任
せ
た
方
が
い
い
、
と
書
い
て
い
た＊＊

＊

。
津
野
を
は
じ
め
「
電
子
出
版
」
の
関
係
者
・
論

者
の
多
く
が
90
年
代
後
半
か
ら
２
０
０
０
年
代
前
半
に
書
い
た
著
作
を
読
ん
で
も
、
本
書
第
２
章
以
降
で

見
る
２
０
０
０
年
代
初
頭
か
ら
の
ス
タ
ー
ツ
出
版
や
ア
ル
フ
ァ
ポ
リ
ス
が
手
が
け
た
「
無
料
の
ウ
ェ
ブ
小

説
＋
有
料
の
紙
の
本
で
の
書
籍
化
」
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
へ
の
言
及
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
う
い
う

発
想
が
な
か
っ
た
か
、
視
界
に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。「
ウ
ェ
ブ
小
説
書
籍
化
」
は
「
電
子
書

＊
＊＊　
「
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
キ
ン
グ
氏
、
小
説
の
ネ
ッ
ト
直
販
打
ち
切
り　

読
者
の
過
半
数
が
代
金
未
払
い
」、「
読
売
新
聞
」
２
０
０
０
年
11

月
30
日
夕
刊

＊
＊＊　
津
野
海
太
郎
『
本
が
揺
れ
た
！　

１
９
９
７
‐
２
０
０
１
』
ト
ラ
ン
ス
ア
ー
ト
、
２
０
０
２
年
、
２
４
０
‐
２
４
２
頁
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籍
」
と
は
違
う
も
の
だ
か
ら
だ
。

　
ｅ
‐
Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
に
話
を
戻
す
が
、
同
サ
ー
ビ
ス
か
ら
は
、
あ
る
ホ
テ
ル
を
舞
台
に
篠
田
真
由
美
、

笠
井
潔
ら
20
人
の
作
家
が
競
作
（
シ
ェ
ア
ー
ド
・
ワ
ー
ル
ド
）
し
た
『
黄
昏
ホ
テ
ル
』
が
小
学
館
か
ら
２
０

０
４
年
11
月
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
『
黄
昏
ホ
テ
ル
』
は
有
料
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
電
子
書
籍
を
初
出
に
し
た

あ
と
本
に
し
た
も
の
だ
。
こ
れ
を
「
ウ
ェ
ブ
小
説
の
書
籍
化
」
と
み
な
す
か
は
「
ウ
ェ
ブ
小
説
」
を
ど
う

定
義
す
る
か
に
よ
る
。
筆
者
は
い
わ
ゆ
る
電
子
書
店
上
で
販
売
さ
れ
る
「
電
子
書
籍
」
と
、
ネ
ッ
ト
上
で

書
か
れ
、（
多
く
の
場
合
、
無
料
で
）
読
む
こ
と
の
で
き
る
「
ウ
ェ
ブ
小
説
」
は
分
け
た
方
が
よ
い
と
い
う

立
場
に
立
つ
。
し
た
が
っ
て
ｅ
‐
Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
は
電
子
書
籍
で
は
あ
っ
て
も
ウ
ェ
ブ
小
説
で
は
な
い
と

考
え
る
。
と
は
い
え
「
プ
ロ
作
家
が
（
パ
ソ
コ
ン
通
信
で
は
な
く
）
ウ
ェ
ブ
上
に
先
に
作
品
を
発
表
し
、
の

ち
に
書
籍
化
さ
れ
る
」
と
い
う
事
例
と
し
て
記
し
て
お
こ
う
。

90
年
代
執
筆
、
２
０
０
０
年
代
書
籍
化
の
『
毛
布
お
ば
け
』『
錬
金
術
師
ゲ
ン
ド
ウ
』『
空
の
境
界
』

　

ほ
か
に
１
９
９
０
年
代
オ
ン
ラ
イ
ン
小
説
で
の
ち
に
書
籍
化
さ
れ
た
作
品
に
は
、
今
日
か
ら
見
て
重
要

な
も
の
が
３
つ
あ
る
。

　

ひ
と
つ
め
は
、
Ｗ
Ｗ
Ｗ
で
は
な
く
パ
ソ
コ
ン
通
信
上
の
Ｂ
Ｂ
Ｓ
に
掲
載
し
た
作
品
を
書
籍
化
し
た
橋
本

53 第 1章　　1 9 9 0 年 代 ウ ェ ブ 小 説 の 書 籍 化



紡
『
毛
布
お
ば
け
と
金
曜
日
の
階
段
』（
電
撃
文
庫
、
２
０
０
２
年
）
だ
。
た
だ
し
こ
れ
は
橋
本
が
ア
マ
チ

ュ
ア
時
代
に
パ
ソ
コ
ン
通
信
に
書
い
た
小
説
を
改
稿
し
て
小
説
誌
「
電
撃hp

」
に
読
み
切
り
作
品
と
し
て

掲
載
し
て
か
ら
長
編
化
し
て
刊
行
し
た
も
の
だ
。
橋
本
は
あ
と
が
き
で
同
誌
へ
の
掲
載
が
初
出
で
な
い
こ

と
に
つ
い
て
「
自
白
な
ら
、
き
っ
と
罪
は
軽
い
は
ず
だ
」
と
書
い
て
い
る＊＊

＊

。「
雑
誌
掲
載
作
を
本
に
す
る

の
は
問
題
な
い
が
、
ネ
ッ
ト
上
に
無
料
公
開
し
た
作
品
を
書
籍
に
す
る
の
は
ま
ず
い
」
と
い
う
今
や
失
わ

れ
た
規
範
意
識
が
あ
り
、
読
者
も
そ
の
価
値
観
を
共
有
し
て
い
る
（
と
彼
が
考
え
て
い
た
）
こ
と
が
興
味

深
い
。

　

ふ
た
つ
め
は
、
Ｔ
Ｖ
ア
ニ
メ
『
新
世
紀
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
』
の
二
次
創
作
『
錬
金
術
師
ゲ
ン
ド
ウ
』

だ
。
こ
れ
は
１
９
９
５
年
夏
に
パ
ソ
コ
ン
通
信
上
で
脱
稿
さ
れ
た
の
ち
、
２
０
０
３
年
12
月
か
ら
加
地
尚

武
『
福
音
の
少
年 Good N
ew
s Boy 

〜
錬
金
術
師
の
息
子
〜
』
と
し
て
ぺ
ん
ぎ
ん
書
房
か
ら
３
冊
刊
行

さ
れ
、
同
社
倒
産
の
の
ち
２
０
０
７
年
６
月
か
ら
徳
間
デ
ュ
ア
ル
文
庫
で
全
９
巻
が
刊
行
さ
れ
た
。
も
ち

ろ
ん
二
次
創
作
を
そ
の
ま
ま
出
す
の
は
著
作
権
的
に
ア
ウ
ト
だ
か
ら
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
名
や
設
定
を
変
更

し
た
上
で
の
出
版
で
あ
る
。
こ
の
作
品
の
存
在
は
「
ウ
ェ
ブ
小
説
の
二
次
創
作
と
の
近
さ
」
を
示
す
一
例

＊
＊＊　
橋
本
紡
『
毛
布
お
ば
け
と
金
曜
日
の
階
段
』
メ
デ
ィ
ア
ワ
ー
ク
ス
、
２
０
０
２
年
、
２
８
５
頁
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だ
。
こ
う
し
た
「
二
次
創
作
の
名
作
を
キ
ャ
ラ
名
を
変
え
て
出
版
す
る
」
と
い
う
手
法
は
、
の
ち
の

W
izardry

二
次
創
作
発
の
林
亮
介
『
迷
宮
街
ク
ロ
ニ
ク
ル
』
書
籍
化
（
２
０
０
８
年
11
月
〜
）
や
「
や
る
夫

ス
レ
」
書
籍
化
（
２
０
１
９
年
９
月
〜
）
な
ど
に
継
承
さ
れ
て
い
る
（
第
４
章
、
第
13
章
参
照
）。

　

３
つ
め
の
重
要
作
は
、
１
９
９
８
年
10
月
か
ら
奈
須
き
の
こ
が
同
人
サ
ー
ク
ル
「
竹
箒
」
の
サ
イ
ト
上

に
連
載
し
た
『
空
の
境
界
式
』（
の
ち
の
『
空
の
境
界
』）
だ
。
こ
の
作
品
は
、
ウ
ェ
ブ
連
載
の
の
ち
１
９
９

９
年
夏
の
コ
ミ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
コ
ピ
ー
誌
を
制
作
。
こ
れ
は
少
部
数
し
か
売
れ
な
か
っ
た
が
、
第
１

話
か
ら
第
４
話
ま
で
が
２
０
０
１
年
１
月
発
売
の
同
人
ソ
フ
ト
『
月
姫
Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
‐
Ｄ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
』
に
再
録

さ
れ
た
こ
と
で
『
月
姫
』
フ
ァ
ン
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
２
０
０
１
年
12
月
冬
の
コ
ミ
ケ
で
同
人
版

書
籍
を
発
売
（
な
お
、
余
談
な
が
ら
Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ
‐
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
が
２
０
０
１
年
８
月
に
頒
布
し
た
フ
ァ
ン
デ
ィ
ス
ク

『
歌
月
十
夜
』
に
は
一
般
募
集
し
た
シ
ナ
リ
オ
の
優
秀
作
も
収
録
さ
れ
て
お
り
、
の
ち
に
ウ
ェ
ブ
小
説
発
の
大
ヒ
ッ

ト
作
品
『
オ
ー
バ
ー
ロ
ー
ド
』
を
書
く
丸
山
く
が
ね
が
応
募
し
た
シ
ナ
リ
オ
「
黎
明
」
も
採
用
さ
れ
て
い
る
）。
こ

の
同
人
版
『
空
の
境
界
』
が
講
談
社
ノ
ベ
ル
ス
を
オ
マ
ー
ジ
ュ
し
た
装
丁
だ
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

２
０
０
４
年
６
月
に
講
談
社
ノ
ベ
ル
ス
に
て
商
業
出
版
さ
れ
る
。『
空
の
境
界
』
が
こ
ん
に
ち
の
目
か
ら
見

て
興
味
深
い
の
は
、
講
談
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
と
き
に
「
あ
の
伝
説
の
同
人
小
説
の
講
談
社
ノ
ベ
ル
ス
化

が
満
を
持
し
て
成
就
」
と
い
う
惹
句
が
用
い
ら
れ
た
一
方
で
、「
ウ
ェ
ブ
小
説
書
籍
化
」
と
は
謳
わ
れ
て
い
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な
か
っ
た
こ
と
だ＊＊

＊

。「
ネ
ッ
ト
発
」
で
あ
る
こ
と
よ
り
、
コ
ミ
ケ
を
中
心
と
し
て
、
と
ら
の
あ
な
な
ど
オ

タ
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
も
展
開
さ
れ
る
「
同
人
シ
ー
ン
発
」
で
あ
る
こ
と
の
ほ
う
が
２
０
０
４
年
時
点
で

は
は
る
か
に
ウ
リ
に
な
っ
た
。

　

た
だ
し
、「
ネ
ッ
ト
発
」
と
「
同
人
シ
ー
ン
発
」
は
構
造
的
に
は
似
て
い
る
。
書
き
手
が
出
版
社
の
編
集

者
や
商
業
出
版
の
流
通
を
通
さ
ず
自
ら
パ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
し
た
作
品
を
、
受
け
手
側
が
見
つ
け
て
広
が
っ
て

い
く
（
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
商
業
出
版
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
る
）、
と
い
う
も
の
だ
か
ら
だ
。
作
家
が
書
い

た
作
品
が
編
集
者
の
ジ
ャ
ッ
ジ
を
経
て
読
者
に
届
け
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
作
家
と
読
者
が
直
接
つ

な
が
り
、
そ
こ
で
評
価
さ
れ
た
も
の
が
編
集
者
に
発
見
さ
れ
て
商
業
出
版
さ
れ
る
。
既
成
出
版
社
に
よ
る

小
説
新
人
賞
や
１
９
９
０
年
代
オ
ン
ラ
イ
ン
小
説
の
読
者
参
加
型
企
画
の
よ
う
に
「
作
家
が
作
家
を
選
ぶ
」

（
識
者
が
優
秀
な
ア
マ
チ
ュ
ア
を
選
出
し
て
業
界
の
一
員
と
す
る
）
の
で
は
な
い
、「
読
者
が
直
接
作
品
を
選
ぶ
」

試
み
の
広
が
り
に
つ
い
て
は
、
次
章
以
降
で
扱
っ
て
い
く
。

　

も
う
一
点
『
空
の
境
界
』
に
絡
め
て
付
け
加
え
て
お
け
ば
、
１
９
９
０
年
代
〜
２
０
０
０
年
代
前
半
ま

で
は
ウ
ェ
ブ
で
文
章
を
書
い
て
い
る
人
間
が
エ
ロ
ゲ
ー
制
作
に
リ
ク
ル
ー
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
る
／
乗
り
出
す

＊
＊＊　
「
講
談
社
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
倶
楽
部
」
の
『
空
の
境
界　

上
』
講
談
社
ノ
ベ
ル
ス
版
の
紹
介
ペ
ー
ジ
で
当
時
の
紹
介
文
が
読
め
る

https://bookclub.kodansha.co.jp/product?item
=0000158580
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こ
と
は
、
Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ
‐
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
以
外
に
も
、
い
わ
ゆ
る
「
テ
キ
ス
ト
サ
イ
ト
」（
お
も
し
ろ
お
か
し
い
ネ

タ
を
綴
る
個
人
サ
イ
ト
）
を
運
営
し
て
い
た
『
ゼ
ロ
の
使
い
魔
』
の
ヤ
マ
グ
チ
ノ
ボ
ル
や
『
神
様
家
族
』
の

桑
島
由
一
、
二
次
創
作
を
書
い
て
い
た
鋼
屋
ジ
ン
や
東
出
祐
一
郎
、
奈
良
原
一
鉄
な
ど
数
多
い
。
ネ
ッ
ト

の
文
字
書
き
か
ら
エ
ロ
ゲ
ー
の
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
へ
起
用
さ
れ
、
そ
し
て
ラ
ノ
ベ
も
手
が
け
る
よ
う
に

な
る
、
と
い
う
作
家
は
２
０
０
０
年
代
に
は
い
く
つ
も
見
ら
れ
た
。

　

逆
に
言
え
ば
『
錬
金
術
師
ゲ
ン
ド
ウ
』
パ
タ
ー
ン
は
き
わ
め
て
例
外
的
だ
っ
た
。
マ
ン
ガ
、
ア
ニ
メ
、

ゲ
ー
ム
の
影
響
を
受
け
た
広
い
意
味
で
の
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
的
な
内
容
の
ウ
ェ
ブ
小
説
が
（
橋
本
紡
の
よ
う
に

出
版
社
が
運
営
す
る
雑
誌
媒
体
な
ど
へ
の
掲
載
を
経
ず
に
）
ス
ト
レ
ー
ト
に
書
籍
に
な
っ
て
商
業
デ
ビ
ュ
ー
す

る
ケ
ー
ス
は
、
２
０
０
０
年
代
ま
で
は
数
え
る
ほ
ど
し
か
な
か
っ
た
。

　

２
０
０
０
年
に
『
平
安
京
八
卦
』（
出
版
時
タ
イ
ト
ル
は
『
陰
陽
ノ
京
』）
で
第
７
回
電
撃
ゲ
ー
ム
小
説
大

賞
（
現
・
電
撃
小
説
大
賞
）
の
金
賞
を
受
賞
し
、
２
０
０
１
年
２
月
に
同
作
で
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
す
渡
瀬
草

一
郎
は
個
人
サ
イ
ト
「
草
一
屋
」
を
運
営
、
狂
気
太
郎
名
義
で
１
９
９
７
年
か
ら
ウ
ェ
ブ
で
小
説
を
書
い

て
い
た
灰
崎
抗
は
第
１
回
ム
ー
伝
奇
ノ
ベ
ル
大
賞
優
秀
賞
を
受
賞
し
て
２
０
０
２
年
１
月
に
『
想
師
―
Ｅ

Ｘ
Ｐ
Ｌ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｒ 

Ｉ
Ｎ 

Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｙ 
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｄ
』
で
デ
ビ
ュ
ー
、『
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

ハ
ッ
ピ
ー
・
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
エ
ッ
ヂ
』
で
２
０
０
１
年
11
月
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
滝
本
竜
彦
も
エ
ヴ
ァ
の
二
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次
創
作
や
日
記
サ
イ
ト
を
経
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
小
説
を
ウ
ェ
ブ
で
書
い
て
い
た
が
、
い
ず
れ
も
ウ
ェ
ブ
に
書

い
た
小
説
が
そ
の
ま
ま
書
籍
化
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

こ
こ
ま
で
で
わ
か
る
よ
う
に
、
１
９
９
０
年
代
ウ
ェ
ブ
小
説
で
は
異
世
界
転
生
も
の
で
書
籍
化
さ
れ
た

作
品
は
ひ
と
つ
も
な
い
。
そ
し
て
実
は
、
お
そ
ら
く
２
０
０
０
年
代
前
半
ま
で
に
も
、
お
そ
ら
く
ひ
と
つ

も
な
い
。
ど
こ
ろ
か
小
説
投
稿
サ
イ
ト
発
の
書
籍
化
作
品
も
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
――
投
稿
サ
イ
ト
自

体
が
未
整
備
だ
っ
た
か
ら
だ
。

「
有
料
化
／
（
出
版
社
抜
き
の
）
直
売
」「
英
語
」「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
」「
集
団
創
作
」「
分
岐
す
る
物
語
／

ハ
イ
パ
ー
テ
キ
ス
ト
」
と
い
っ
た
１
９
９
０
年
代
に
オ
ン
ラ
イ
ン
小
説
に
夢
見
ら
れ
た
も
の
が
霧
散
し
て

い
く
一
方
で
、
２
０
０
０
年
代
に
は
「
ウ
ェ
ブ
で
は
無
料
だ
が
出
版
社
が
紙
で
有
料
書
籍
化
」「
日
本
語
／

日
本
ロ
ー
カ
ル
な
」「
文
字
だ
け
で
書
か
れ
た
」「
単
一
作
者
」
に
よ
る
「
リ
ニ
ア
な
物
語
」
で
あ
る
「
ウ

ェ
ブ
小
説
書
籍
化
」
が
台
頭
し
て
く
る
。
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君は、

何と闘うか？

マーカー部分をクリックして、「ジセダイ」
をチェック!!!

「ジセダイ」は、20代以下の若者に向けた、
行動機会提案サイトです。読む→考える→行
動する。このサイクルを、困難な時代にあっ
ても前向きに自分の人生を切り開いていこう
とする次世代の人間に向けて提供し続けます。

ジセダイイベント

ジ セ ダ イ 総 研

星海社新書試し読み

メ イ ン コ ン テ ン ツ
著者に会える、同世代と話せるイベントを毎月

開催中！　行動機会提案サイトの真骨頂です！

若手専門家による、事実に基いた、論点の明確な読み物を。

「議論の始点」を供給するシンクタンク設立！

既刊・新刊を含む、
すべての星海社新書が試し読み可能！

https://ji-sedai.jp

https://ji-sedai.jp/event/info/
https://ji-sedai.jp/series/research/
https://ji-sedai.jp/book/publication/
https://ji-sedai.jp



